
 

Instructions for use

Title アメリカの高齢者ケアにおける社会保障と家族の役割（３・完）　－家族責任法 (Family Responsibility Laws)
を素材として－　

Author(s) 関, ふ佐子

Citation 北大法学論集, 48(4), 125-173

Issue Date 1997-12-26

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/15734

Type bulletin (article)

File Information 48(4)_p125-173.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


研
究 l
ノ

ト

ア
メ
リ
カ
の
高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
社
会
保
障
と
家
族
の
役
割

|
|
家
族
責
任
法

(EB--可
問
。
∞
ち

SEE--可
F
2
2
)

目

次

序

章

第
一
章
家
族
責
任
法
の
形
成

第
一
節
家
族
責
任
法
の
起
源

第
二
節
家
族
責
任
法
の
生
成
と
発
展

第
二
章
家
族
責
任
法
の
枠
組

第
一
節
家
族
責
任
法
の
形
態

第
二
節
家
族
責
任
法
の
適
用

第
三
章
家
族
責
任
法
と
社
会
保
障
の
交
錯

を
素
材
と
し
て
|
|

関

(
三
・
宇
ん
)

ふ

佐

子

(
以
上
、
四
八
巻
二
号
)

北法48(4・125)845



研究ノート

第
一
節
高
齢
者
ケ
ア
の
全
体
像

第
二
節
家
族
責
任
法
に
対
す
る
連
邦
社
会
保
障
政
策
の
影
響

第
三
節
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
家
族
責
任
法
と
社
会
保
障
政
策

第
四
章
家
族
責
任
法
の
合
憲
性

第
一
節
家
族
責
任
法
を
め
ぐ
る
憲
法
裁
判
の
全
体
像

-

平

等

保

護

2

デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

3

そ
の
他
の
憲
法
問
題

第
二
節
老
親
扶
養
義
務
と
平
等
保
護

1

ω

者

0
8判
決
以
前
の
平
等
保
護
審
査

2

ω

当

0
8判
決

3

先
存
義
務
と
相
互
依
存

第
三
節
老
親
扶
養
義
務
を
め
ぐ
る
学
説
の
展
開

-
老
親
扶
養
義
務
の
根
拠

2

老
親
扶
養
義
務
へ
の
疑
問

3

学
説
の
模
索

お
わ
り
に

以
上

四
八
巻
三
号
)

北f去48(4・126)846

(
以
上
、
本
号
)

第
四
章

家
族
責
任
法
の
合
憲
性

を
活
発
化
さ
せ
、
加
え
て
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
う
と
い
う
形
で
、

家
族
責
任
法
の
是
非
そ
の
も
の
を
問
う
訴
訟
の
提
起
を
促
し
た
。
す
な
わ

ち
ア
メ
リ
カ
は
、
社
会
保
障
法
か
ら
独
立
し
た
家
族
の
相
互
扶
養
義
務
を

法
定
し
て
い
る
大
陸
法
系
の
国
々
と
は
異
な
り
、
社
会
保
障
制
度
と
の
関

第
三
章
で
は
、
家
族
責
任
法
と
社
会
保
障
制
度
と
の
緊
張
関
係
を
検
証

し
た
。
こ
の
緊
張
関
係
の
存
在
が
、
家
族
責
任
法
を
め
ぐ
る
学
説
の
対
立
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係
で
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
し
て
き
た
国
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

家
族
の
相
互
扶
養
義
務
を
め
ぐ
る
賛
否
両
論
が
、
正
面
か
ら
争
わ
れ
続
け

て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
、
と
り
わ

け
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
と
と
の
問
題
性
は
、
家
族
責
任
法
の
合
憲

性
を
争
う
訴
訟
に
お
い
て
具
体
的
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
家
族
に
扶
養
義

務
を
課
す
こ
と
の
是
非
は
、
家
族
責
任
法
と
社
会
保
障
制
度
と
の
緊
張
関

係
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
裁
判
上
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
う
と
い

う
形
で
問
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
う
訴
訟
に
は
、
家
族
責
任
法
に

よ
り
広
範
囲
の
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
自
体
の
正
当
性
が
争
わ
れ

た
も
の
の
他
に
、
家
族
責
任
法
上
の
手
続
が
不
適
正
で
あ
る
こ
と
が
争
わ

れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
う
様
々

な
方
法
が
試
み
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
最
も
多
く
提
起
さ
れ
、
か
つ
本
稿

と
の
関
係
で
示
唆
に
富
む
議
論
を
提
供
し
て
い
る
の
は
、
特
定
の
親
族
に

の
み
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
が
、
憲
法
の
規
定
す
る
法
の
下
の
平
等
保
護

に
反
す
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た
裁
判
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
最
高
裁
の

ω当
0
8判
決
は
、
平
等
保
護
を
争
う
一
連
の
裁
判
の

集
大
成
で
あ
り
、
か
つ
老
親
を
扶
養
す
る
子
の
義
務
と
社
会
保
障
制
度
と

の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
検
証
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
第
一
節
に
お
い
て
、
第
二
節
の
検
討
の
前
提
と
し

て
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
う
紛
争
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
に
、

家
族
責
任
法
を
め
ぐ
る
憲
法
裁
判
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
第
二
節
に
お
い

て
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
う
憲
法
裁
判
の
な
か
で
も
、
子
に
老
親

扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
判
示
し
た
重
要
判
例
で
あ
る

ω耳
0
8判
決
を
具
体
的
に
検
討
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
会
保
障
と
家

族
の
役
割
に
つ
い
て
、
裁
判
所
が
構
築
し
た
法
理
を
分
析
す
る
。

ω耳
0
8判
決
の
合
憲
性
判
断
を
決
定
づ
け
た
、
老
親
扶
養
義
務
と
い
う

形
で
子
に
ケ
ア
の
負
担
を
課
す
上
で
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
は
、
第
三

節
に
お
い
て
、
対
立
す
る
学
説
の
見
解
を
基
に
さ
ら
に
考
察
し
て
ゆ
く
。

そ
し
て
、
高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
、
社
会
保
障
と
の
関
係
で
の
家
族
、
と

り
わ
け
子
の
役
割
に
つ
い
て
、
原
理
的
な
分
析
を
試
み
る
。

第
一
節

家
族
責
任
法
を
め
ぐ
る
憲
法
裁
判
の
全
体
像

1 

平
等
保
護

北法48(4・127)847

法
の
平
等
な
保
護
に
反
す
る
と
し
て
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
っ

た
事
例
は
多
い
。
第
二
節
で
検
討
す
る
、
特
定
の
親
族
に
扶
養
義
務
を
課

す
こ
と
の
平
等
保
護
違
反
が
争
わ
れ
た
も
の
の
他
に
、
以
下
に
見
る
各
種
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の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
大
半
は
、
合
理
性
審
査
を
用
い
て
、
違
憲

の
主
張
を
斥
け
て
い
る
。

二
重
課
税
の
不
平
等

国
民
の
納
め
る
税
は
、
社
会
保
障
給
付
の
財
源
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
社
会
保
障
給
付
に
要
し
た
費
用
を
家
族
責
任
法
に
基
づ
き
求
償
さ
れ

た
親
族
が
、
家
族
責
任
法
は
、
税
を
二
重
に
負
担
さ
せ
、
当
該
親
族
を
他

の
国
民
と
比
し
て
不
平
等
に
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
事
例
が

あ
る
。二
重
課
税
の
不
平
等
は
、
当
初
、
精
神
病
院
の
入
所
費
用
の
求
償
を
め

ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
。
初
期
の
判
例
と
し
て
は
、
精
神
病
院
に
入
所
し
て
い

た
成
年
子
の
扶
養
料
を
支
払
う
よ
う
求
め
ら
れ
た
父
親
が
違
憲
を
主
張
し

た
、
一
九

O
八
年
の
巴
【
古
品
開
。
事
件
が
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控

訴
裁
判
所
は
、
「
入
所
患
者
に
扶
養
可
能
な
親
族
が
い
る
場
合
、
そ
の
者

が
租
税
を
納
付
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
入
所
患
者
は
、
病
院
に
お
け

る
ケ
ア
を
無
拠
出
で
受
け
う
る
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
提
起
し
た
。
そ
し

て
、
「
多
く
の
納
税
者
は
、
自
活
で
き
ず
親
族
に
よ
っ
て
も
ケ
ア
さ
れ
な

い
者
の
入
院
費
を
負
担
す
る
た
め
に
政
府
が
要
す
る
費
用
に
充
当
す
る
額

を
越
え
て
、
税
金
を
支
払
う
こ
と
に
関
心
を
持
た
な
い
。
こ
う
し
た
納
税

者
に
、
そ
れ
以
上
の
拠
出
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
判
示
し
た
。

さ
ら
に
、
病
院
入
所
に
よ
っ
て
患
者
本
人
お
よ
び
親
族
は
利
益
を
得
る
と

北法48(4・128)848

し
て
、
親
族
の
扶
養
義
務
が
肯
定
さ
れ
た
。

巴門

E
2
0判
決
は
、
子
が
老
親
扶
養
義
務
に
つ
い
て
争
い
、
二
重
課
税

(
4
)
 

の
違
憲
性
を
主
張
し
た
、

uccm昔
一
回
事
件
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
老
齢
扶
助
受
給
者
の
娘
が
扶
助
費
償
還
請
求
に
応
じ
な
か
っ
た

た
め
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
社
会
保
障
お
よ
び
福
祉
委
員
会
が
、
娘
お
よ
び
そ

の
夫
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、
二
重
課
税
の
違
憲
性
を
主
張
し
た
娘
の
主
張

を
斥
け
て
、
家
族
責
任
法
は
合
憲
で
あ
る
と
判
示
さ
れ
た
。
娘
は
、
「
自

ら
は
、
従
価
税
お
よ
び
消
費
税
を
一
一
、

0
0
0ド
ル
以
上
支
払
っ
て
お

り
、
そ
の
一
部
は
、
老
齢
扶
助
を
支
給
す
る
社
会
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
維

持
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
扶
助
費
用
の
償
還
請
求
に
よ
っ
て
、
自

ら
は
二
重
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

ア
リ
ゾ
ナ
州
最
高
裁
は
、
「
税
金
は
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
個
人
ま

た
は
企
業
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
定
の
親
族
の
扶
養
に
要
す

る
費
用
を
支
払
う
法
的
お
よ
び
道
徳
的
義
務
が
あ
る
と
い
う
事
実
自
体
に

よ
っ
て
、
二
重
に
課
税
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
し
、

巴
骨
三
官
事
件
を
引
用
し
た
。
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
は
、
納
税
義
務
と
扶

養
義
務
と
の
性
質
を
区
別
し
、
扶
養
料
の
求
償
が
二
重
課
税
に
あ
た
る
と

の
主
張
を
斥
け
て
い
る
。
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制
度
聞
の
不
平
等

各
種
の
社
会
保
障
給
付
が
存
在
す
る
州
に
お
い
て
、
家
族
責
任
法
が
そ

の
一
部
に
関
し
て
の
み
、
親
族
に
対
す
る
給
付
費
用
の
求
償
に
つ
い
て
定

め
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
給
付
費
用
を
求
償
さ
れ
た
親
族
が
、

他
の
制
度
と
の
聞
の
不
平
等
を
争
い
、
家
族
責
任
法
の
違
憲
性
を
主
張
し

た
も
の
が
あ
る
。

制
度
聞
の
不
平
等
が
主
張
さ
れ
た
り
。
戸
包
内
拐
事
件
で
は
、
老
齢
扶
助

受
給
者
の
親
族
に
扶
養
義
務
を
課
し
な
が
ら
も
、
視
覚
障
害
者
扶
助
を
受

給
す
る
者
の
親
族
に
扶
養
義
務
を
課
さ
な
か
っ
た
ア
リ
ゾ
ナ
州
家
族
責
任

法
が
、
老
齢
扶
助
受
給
者
の
親
族
を
差
別
す
る
違
憲
な
法
で
あ
る
か
否
か

が
争
わ
れ
た
。
裁
判
所
は
、
「
別
々
の
公
的
扶
助
を
受
給
す
る
者
の
親
族

を
立
法
に
よ
っ
て
区
別
し
た
こ
と
は
、
老
齢
扶
助
を
受
給
す
る
者
の
数
と

比
べ
て
、
視
覚
障
害
者
扶
助
を
受
給
す
る
者
の
数
が
僅
か
で
あ
る
こ
と
か

ら
正
当
化
さ
れ
る
」
と
判
示
し
た
。
立
法
者
に
よ
る
区
別
が
合
理
的
で
あ

り
、
怒
意
的
で
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
家
族
責
任
法
は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
お

よ
び
合
衆
国
憲
法
の
平
等
保
護
条
項
を
侵
害
し
な
い
と
判
示
さ
れ
た
わ
け

で
あ
る
。

( 

一一) 

男
女
聞
の
不
平
等

男
女
聞
の
不
平
等
が
争
わ
れ
た
事
件
に
は
、
扶
養
能
力
の
計
算
方
法
が

男
性
と
女
性
と
で
は
異
な
る
と
し
て
、
法
の
平
等
保
護
に
反
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
で
は
、
扶
養
能
力
を
算
定

す
る
際
の
基
礎
額
を
計
算
す
る
に
あ
た
っ
て
、
男
性
の
場
合
は
、
配
偶
者

が
就
労
し
て
い
た
と
し
て
も
、
扶
養
家
族
(
子
)
の
人
数
に
応
じ
た
控
除

が
行
わ
れ
た
。
他
方
、
就
労
す
る
配
偶
者
を
も
っ
女
性
の
場
合
は
、
何
ら

控
除
が
な
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

E
理
事
件
で
{
町
、
母
親
が
受
け
た
公

的
扶
助
の
費
用
を
求
償
さ
れ
た
娘
が
、
扶
養
能
力
の
計
算
に
あ
た
っ
て
男

女
を
差
別
す
る
コ
ネ
チ
カ
7

卜
州
の
行
政
規
則
は
、
平
等
保
護
に
反
す
る

と
主
張
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。
コ
ネ
チ
カ
7

卜
州
最
高
裁
は
、
「
本

件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
政
規
則
は
、
就
労
す
る
既
婚
女
性
と
就
労
す

る
既
婚
男
性
と
を
、
明
ら
か
に
区
別
し
て
い
る
。
男
女
聞
の
収
入
が
一
般

的
に
は
異
な
る
と
し
て
も
、
就
労
女
性
の
収
入
が
家
族
の
扶
養
に
寄
与
し

て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
よ
っ
て
、
行
政
規
則
に
よ
る
区
別
は
、

法
の
平
等
保
護
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。
明
ら
か
な

男
女
差
別
が
認
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
家
族
責
任
法
の
運
用
が
違
憲
と

判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

北法48(4・129)849

(
四
)
扶
養
義
務
者
の
特
定
を
め
ぐ
る
不
平
等

公
的
機
関
に
よ
る
扶
養
義
務
者
の
調
査
方
法
ま
た
は
認
定
方
法
が
不
平

等
で
あ
る
と
し
て
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
事
件
が
あ
る
。
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カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
、
扶
助
申
請
者
ま
た
は
扶
助
受
給
者
を
扶

養
す
る
義
務
を
負
う
親
族
を
調
査
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
納
税
申
告
を
し

た
親
族
の
中
か
ら
、
扶
養
能
力
の
あ
る
者
が
捜
し
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で

E
C
ユσ己
門
事
件
で
は
、
扶
養
可
能
な
親
族
の
中
か
ら
、
納
税
申
告
を
し
た

者
の
み
を
抽
出
し
て
義
務
を
課
す
家
族
責
任
法
は
、
平
等
保
護
に
反
す
る

と
子
が
主
張
し
た
。
裁
判
所
は
、
「
親
族
の
扶
養
能
力
は
、
最
終
的
に
は

裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
公
費
節
減
の
目
的
で
、
納
税
申
告
者
を

第
一
に
調
査
し
た
カ
ウ
ン
テ
ィ
福
祉
局
の
方
法
は
合
理
的
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
そ
の
よ
う
な
方
法
を
定
め
た
立
法
者
の
意
図
お
よ
び
目
的
も
合
理
的

と
い
え
る
。
」
と
し
て
、
家
族
責
任
法
を
合
憲
と
判
示
し
た
。

扶
養
義
務
者
の
抽
出
を
め
ぐ
っ
て
は
、
複
数
の
扶
養
義
務
者
の
う
ち
、

一
人
に
の
み
親
を
扶
養
す
る
全
責
任
を
課
す
こ
と
の
違
憲
性
が
、

玄
巳
『
口
事
件
に
お
い
て
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
老
齢
扶
助
受
給

者
の
娘
が
、
収
入
が
よ
り
多
い
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
、
両
親
を
扶
養
す
る

よ
う
連
絡
し
な
い
福
祉
委
員
会
の
取
り
扱
い
は
不
平
等
で
あ
る
と
争
っ
た
。

オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
は
、
「
原
告
は
、
同
等
の
義
務
を
負
う
兄
弟
姉
妹
か

ら
の
拠
出
を
受
け
る
権
利
を
も
っ
。
福
祉
委
員
会
は
、
責
任
を
負
う
親
族

を
、
す
べ
て
同
一
の
手
続
に
加
え
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
」
と

判
示
し
た
。
原
告
が
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
に
対
し
て
扶
養
料
を
請
求
し
う
る

と
い
う
点
か
ら
、
兄
弟
姉
妹
と
の
不
平
等
を
訴
え
た
原
告
の
主
張
は
斥
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
扶
養
義
務
者
の
金
銭
的
責
任
を
決
す
る
際
に
、

額
と
し
て
控
除
す
る
計
算
方
法
が
、
平
等
保
護
に
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ

た
も
の
も
あ
る
。
開
ハ

3
2
2事
件
)
で
は
、
両
親
に
支
払
わ
れ
た
扶
助
費

用
が
息
子
に
求
償
さ
れ
、
息
子
が
計
算
方
法
の
不
平
等
を
争
っ
た
。
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
地
方
控
訴
裁
判
所
は
、
「
子
の
純
利
益
を
計
算
す
る
に
あ

た
っ
て
、
実
際
の
税
額
を
控
除
す
る
代
わ
り
に
、
家
族
責
任
法
が
定
め
る

均
一
の
割
合
(
二

O
%
)
を
控
除
し
た
と
し
て
も
、
違
憲
的
差
別
と
は
な

ら
な
い
」
と
判
示
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
控
除
を
規
定
し
た
家
族

支
任
法
は
、
こ
れ
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
扶
養
義
務
者
に
平
等
に
施
行
さ

れ
る
。
扶
養
義
務
者
の
抽
出
は
合
理
的
で
あ
る
た
め
、
平
等
保
護
に
反
し

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
扶
養
義
務
者
お
よ
び
扶
養
能
力
を
特
定
す
る
に
あ
た
っ

て
家
族
責
任
法
の
平
等
保
護
違
反
が
争
わ
れ
た
事
件
で
は
、
行
政
に
よ
る

扶
養
義
務
者
の
調
査
方
法
ま
た
は
認
定
方
法
の
合
理
性
を
判
断
す
る
に
あ

た
っ
て
、
行
政
効
率
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
。

一
律
の
値
を
税
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手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

家
族
責
任
法
上
の
手
続
が
不
適
正
で
あ
る
た
め
に
個
人
の
基
本
権
、
か
侵

害
さ
れ
た
場
合
、
家
族
責
任
法
は
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
に

反
し
た
と
し
て
違
憲
と
な
り
う
る
。
そ
こ
で
、
家
族
の
扶
養
能
力
の
評
価

ま
た
は
家
族
に
対
す
る
求
償
の
前
後
に
、
家
族
に
対
す
る
告
知
が
な
さ
れ

て
い
る
か
、
ま
た
は
聴
聞
の
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
点
な

ど
が
争
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
特
定
個
人
の
伝
統
的
権
利
に
影
響
す
る

場
合
を
除
い
て
、
全
て
の
個
人
に
告
知
・
聴
聞
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
を

手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
は
要
求
し
て
い
な
い
と
す
る
、
一
九
七

0
年

代
に
至
る
ま
で
の
連
邦
最
高
裁
の
判
断
傾
向
と
同
様
に
、
家
族
責
任
法
の

違
憲
性
を
問
う
主
張
は
各
州
の
裁
判
所
に
お
い
て
も
斥
け
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
呂
田
-
F口
事
件
で
は
、
行
政
機
関
が
親
に
老
齢
扶
助
を
支
給
す

る
以
前
に
、
扶
養
義
務
を
負
う
可
能
性
の
あ
る
親
族
に
対
し
て
告
知
す
る

手
続
を
欠
く
法
は
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
に
反
す
る
と
子
が
主
張

し
た
。
オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
は
こ
の
主
張
を
斥
け
、
「
必
要
と
さ
れ
る
告

知
は
、
行
政
が
家
族
に
求
償
す
る
際
の
前
提
条
件
で
し
か
な
い
。
求
償
以

前
に
、
責
任
を
負
う
親
族
が
告
知
お
よ
び
聴
聞
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
な

ら
ば
、
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
と
は
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
し

た
。
扶
養
を
求
め
ら
れ
た
親
族
は
、
老
齢
扶
助
の
支
給
決
定
の
前
に
で
は

な
く
、
求
償
前
の
聴
聞
に
お
い
て
、
扶
助
受
給
者
が
実
際
に
は
要
扶
養
状

態
に
は
な
い
こ
と
、
ま
た
は
自
ら
に
扶
養
能
力
が
な
い
こ
と
な
ど
を
主
張

し
う
る
こ
と
に
な
る
。

告
知
や
聴
聞
の
機
会
以
外
に
も
、
扶
助
費
を
償
還
し
た
後
に
リ

i
エ
γ

を
解
除
す
る
公
務
員
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い
点
を
手
続
の
不
備
と
し
て
、

手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
違
反
が
争
わ
れ
た
事
件
も
あ
る
。
先
の

り

ccm]出
回
事
件
で
は
、
老
齢
扶
助
受
給
者
の
娘
が
、

ζ

の
点
か
ら
も
家
族

責
任
法
は
違
憲
で
あ
る
と
主
張
し
て
カ
ウ
ン
テ
ィ
を
訴
え
た
。
ア
リ
ゾ
ナ

州
最
高
裁
は
、
「
判
決
が
実
際
に
満
足
さ
れ
た
と
い
う
事
実
自
体
が
、
そ

れ
を
保
障
し
て
い
た
り
1

エ
ン
を
解
除
す
る
。
」
と
の
見
解
を
採
用
し
、

訴
え
を
棄
却
し
た
。

連
邦
最
高
裁
は
、
福
祉
受
給
権
の
打
ち
切
り
以
前
に
、
裁
判
手
続
に
近

い
厳
格
な
聴
聞
が
不
可
欠
で
あ
る
と
判
示
し
た
一
九
七

O
年
の
の
O
]
牛
耳
話

〈
・
欠
。

-q事
件
を
機
に
、
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
を
認
め

る
範
囲
を
拡
大
し
た
。
特
権
理
論
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
デ
ュ

l
・
プ

ロ
セ
ス
排
斥
理
論
を
否
定
し
、
福
祉
や
教
育
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
、
手

続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
る
制
約
の
可
能
性
を
認
め
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
急
激
な
拡
張
は
、
様
々
な
問
題

を
提
起
す
る
よ
う
に
な
り
、
七

0
年
代
の
後
半
以
降
は
、
実
体
的
利
益
を
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保
護
す
る
手
段
と
し
て
適
正
な
手
続
を
求
め
る
も
の
の
、
手
続
的
デ
ュ

l
・

プ
ロ
セ
ス
を
要
求
す
る
射
程
を
収
縮
し
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
州
の
裁

判
所
に
お
い
て
も
、
家
族
責
任
法
上
の
諸
手
続
が
手
続
的
デ
一
ユ

l
・
プ
ロ

セ
ス
の
要
求
を
侵
害
し
て
い
る
と
の
主
張
を
認
容
し
て
い
な
い
。

例
え
ば
一
九
七
四
年
の

H
N
O
E
事
件
で
は
、
公
的
扶
助
給
付
が
提
供
さ

れ
た
時
期
と
家
族
へ
の
求
償
時
と
の
聞
に
時
間
差
が
存
在
す
る
点
が
争
わ

れ
た
。
こ
こ
で
は
、
福
祉
局
が
、
三
年
間
に
わ
た
っ
て
母
親
に
支
給
し
た

公
的
扶
助
に
要
し
た
費
用
の
償
還
を
怠
子
に
命
じ
た
。
そ
こ
で
こ
の
福
祉

局
の
命
令
を
争
っ
て
、
息
子
が
オ
レ
ゴ
ン
州
控
訴
裁
判
所
に
上
訴
し
た
。

控
訴
審
は
、
息
子
の
扶
養
義
務
が
発
生
し
た
年
と
、
そ
の
義
務
を
根
拠
に

息
子
が
求
償
さ
れ
た
年
と
の
聞
に
時
間
の
経
過
は
あ
っ
た
も
の
の
、
息
子

に
は
聴
聞
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
点
を
認
定
し
た
。
そ
し
て
、
そ

の
聴
聞
は
法
定
さ
れ
た
期
間
内
に
な
さ
れ
た
と
し
て
、
福
祉
局
の
命
令
は

手
続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
求
に
反
し
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
他
の
社
会
立
法
と
同
様
、
家
族
責
任
法
に
つ
い
て
も
、
手

続
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
原
則
を
め
ぐ
る
紛
争
に
比
べ
て
、
平
等
保
護

原
則
を
め
ぐ
る
紛
争
の
方
が
支
配
的
と
な
っ
て
い
る
。

(
二
)
実
体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス

合
衆
国
憲
法
の
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
は
、

一
定
の
実
体
的
権
利
を

保
護
す
る
規
定
と
し
て
も
機
能
し
た
。
そ
こ
で
家
族
責
任
法
が
、
生
命
、

自
由
お
よ
び
財
産
と
い
っ
た
基
本
権
を
実
体
的
に
侵
害
し
た
場
合
、
家
族

責
任
法
は
基
本
権
を
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
に
よ
ら
ず
に
制
約
す
る
も
の
と

し
て
違
憲
と
な
っ
た
。
合
衆
国
憲
法
に
は
、
財
産
権
を
保
障
し
た
明
文
規

定
が
な
い
た
め
、
財
産
権
の
実
体
的
保
護
が
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二

O
世
紀
初
め
の
数
一

O
年
聞
は
、
実

体
的
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
原
則
が
、
経
済
社
会
立
法
の
違
憲
判
断
に
大

き
な
役
割
を
果
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
国
家
の
経
済
政
策
と
真
向
か
ら

対
立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
連
邦
最
高
裁
は
、
一
九
三

0
年
代
後

半
か
ら
立
法
府
の
判
断
を
尊
重
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
社
会
経
済

的
規
制
を
、
実
体
的
に
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
条
項
に
違
反
し
た
と
し
て
違

憲
と
判
断
し
て
い
な
い
。
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家
族
責
任
法
は
個
人
の
財
産
権
を
侵
害
し
、
実
体
的
デ
ュ
1

・
プ
ロ
セ

ス
違
反
で
あ
名
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
に
お
い
て
も
、
違
憲
の
訴
え
は
次

の
よ
う
に
斥
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
六
九
年
の
〉
宮
ユ
o
事
件
で
は
、
ヵ

ウ
ン
テ
ィ
が
母
親
に
給
付
し
た
老
齢
保
障
に
要
し
た
費
用
の
償
還
を
、
家

族
責
任
法
に
基
づ
き
息
子
に
請
求
し
た
。
息
子
は
、
「
家
族
責
任
法
上
の

手
続
は
、
自
ら
の
扶
養
義
務
を
、
す
べ
て
の
収
入
を
基
準
に
計
算
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
州
の
夫
婦
共
有
財
産
法
規
に
基
づ
く
既
婚
女
性
の
既
得
財

産
権
で
あ
る
、
妻
の
二
分
の
一
の
権
利
を
侵
害
す
る
」
と
主
張
し
た
。
し
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か
し
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
は
、
先
例
お
よ
び
既
婚
女
性
の
権

利
に
つ
い
て
定
め
る
関
連
法
令
を
分
析
し
た
結
果
、
子
の
主
張
を
斥
け
、

「
妻
の
収
入
を
除
く
夫
婦
共
有
財
産
は
、
夫
の
債
務
に
あ
て
ら
れ
る
。
既

婚
女
性
の
既
得
権
に
関
す
る
州
法
は
、
こ
れ
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」

と
判
示
し
た
。
老
齢
保
障
に
要
し
た
費
用
を
償
還
す
る
子
の
扶
養
義
務
の

程
度
を
計
算
す
る
に
あ
た
っ
て
、
夫
婦
共
有
財
産
で
あ
る
す
べ
て
の
収
入

を
計
算
に
含
め
た
と
し
て
も
、
給
付
金
の
償
還
義
務
を
規
定
す
る
家
族
責

任
法
は
、
既
婚
女
性
の
既
得
財
産
権
を
侵
害
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で

あ
る
。3 

そ
の
他
の
憲
法
問
題

連
邦
議
会
が
専
属
管
轄
権
ま
た
は
競
合
管
轄
権
を
有
す
る
分
野
に
お
け

る
州
法
の
定
め
は
、
次
の
場
合
、
合
衆
国
憲
法
第
六
編
二
項
の
最
高
法
規

条
項
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
。
第
一
に
、
州
法
が
連
邦
法
、
連
邦
規
則
ま

た
は
条
約
と
い
っ
た
、
連
邦
規
定
と
矛
盾
し
て
い
る
場
合
。
第
二
に
、
連

邦
の
法
律
に
州
法
と
明
示
的
に
抵
触
す
る
定
め
が
な
く
と
も
、
連
邦
法
の

制
定
趣
旨
か
ら
、
連
邦
法
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
野
の

法
規
制
は
す
べ
て
連
邦
法
が
専
占

(
U
8
0
自
立
)
す
る
と
解
さ
れ
る
場
合

で
あ
る
。
ま
た
最
高
法
規
条
項
に
基
づ
く
違
憲
の
訴
え
を
補
足
す
る
も
の

と
し
て
、
州
の
立
法
、
行
政
お
よ
び
司
法
と
い
っ
た
、
同
レ
ベ
ル
の
統
治

機
構
聞
の
権
限
の
配
分
に
関
し
て
も
、
権
力
分
立
を
定
め
る
合
衆
国
憲
法

違
反
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
州
の
老
齢
扶
助
法
に
見
ら
れ
る
家
族
責
任
法
が
、
連
邦
社
会

保
障
法
に
抵
触
す
る
と
主
張
さ
れ
た
り

E
m
-
g事
件
で
(
旬
、
最
高
法
規

条
項
違
反
が
争
わ
れ
た
。
ア
リ
ゾ
ナ
州
最
高
裁
は
、
「
連
邦
法
は
、
州
の

0

フ
ラ
ン
が
い
く
つ
か
の
最
低
基
準
を
充
た
し
た
場
合
、
こ
れ
を
認
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
一
一
州
を
除
い
て
、
す
べ
て

の
州
に
同
様
の
家
族
責
任
法
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
他
の
州
の
家
族
責
任

法
の
中
で
、
連
邦
法
と
対
立
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
州
の
家
族
責
任
法
は
、
合
衆
国
憲
法
の
最
高
法
規
条
項
に
抵

触
し
な
い
。
」
と
判
示
し
た
。

ま
た
、
オ
レ
ゴ
ン
州
の
家
族
責
任
法
は
、
行
政
上
の
聴
問
が
な
さ
れ
た

後
に
子
の
財
産
に
対
す
る
差
押
令
状
を
出
す
権
限
を
、
福
祉
委
員
会
に
対

し
て
与
え
て
い
る
。
そ
こ
で
冨
包
百
円
事
件
で
は
)
、
こ
う
し
た
家
族
責
任

法
は
、
司
法
権
を
不
当
に
行
政
機
関
に
授
権
す
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
の

定
め
る
権
力
分
立
に
反
す
る
と
し
て
、
最
高
法
規
条
項
違
反
が
争
わ
れ
た
。

オ
レ
ゴ
ン
州
最
高
裁
判
所
は
、
「
通
常
裁
判
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る

機
能
が
行
政
機
関
に
授
権
さ
れ
た
と
い
う
単
な
る
事
実
に
よ
っ
て
、
法
が

北法48(4・133)853



研究ノート

権
力
分
立
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
」
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
福
祉
委
員
会
の
決
定
は
裁
判
所
へ
上
訴
し
う
る
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
行
政
決
定
の
司
法
審
査
は
再
度
の
事
実
審
理

(
E己
骨
口
。
〈
主

で
あ
る
と
い
う
点
を
強
調
し
て
、
家
族
責
任
法
を
支
持
し
た
。

こ
の
他
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
紛
争
に
は
、
老
齢
保
障
手
当

が
違
憲
で
あ
る
公
金
の
貸
与
ま
た
は
贈
与
の
側
面
を
も
っ
と
し
て
、
家
族

責
任
法
を
、
全
体
と
し
て
違
憲
で
あ
る
立
法
政
策
の
一
部
で
あ
る
と
争
っ

た
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
違
憲
を
主
張
し
た
子
の
訴
え
は
、

(
初
)

円、白

p
-
g
g事
件
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
に
よ
っ
て
斥
け
ら
れ
て

い
る
。
最
高
裁
は
、
「
ニ

l
ズ
の
あ
る
高
齢
者
を
支
え
る
場
合
な
ど
の
よ

う
に
、
公
の
目
的
の
た
め
に
金
銭
が
提
供
さ
れ
た
と
き
は
、
私
人
が
利
益

を
得
た
と
し
て
も
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
が
支
出
し
た
金
銭
は
贈
与
に
は
あ
た
ら

な
い
。
」
と
判
示
し
た
。

憲
法
問
題
を
争
う
こ
れ
ら
の
訴
訟
の
他
に
も
、
各
種
の
事
件
に
お
い
て
、

違
憲
を
訴
え
る
主
張
が
斥
け
ら
れ
、
家
族
責
任
法
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
詳
し
い
内
容
に
ま
で
は
立
ち
入
ら
な
い
が
、
そ
の
一
つ
は
、
家

族
責
任
法
は
、
正
当
な
補
償
な
し
に
私
的
財
産
を
収
用
す
る
こ
と
を
禁
じ

て
い
る
州
憲
法
を
侵
害
す
る
と
の
主
張
で
あ
る
)
。
二
つ
め
は
、
家
族
責
任

法
は
、
貧
困
者
を
扶
助
す
る
た
め
に
州
は
適
切
な
支
援
を
行
一
う
と
い
う
、

(
辺
)

州
憲
法
の
要
請
に
反
す
る
と
の
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
三
つ
め
は
、
家
族

責
任
法
上
の
手
続
は
、
陪
審
審
理
を
受
け
る
家
族
の
憲
法
上
の
権
利
を
制

限
し
て
い
る
と
の
主
張
で
あ
(
加
「

北法48(4・134)854

第
四
章
第
一
節
註
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1
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ω
当
C
印
匂
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・

ω戸支
UH--O
刊
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O
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O
『
ω
白
門
司
白
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由
ロ
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。
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H
O
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U
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W
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H
H
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H
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N
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吋
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2
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肘
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ア
ラ
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-
E
E
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E
Z
・
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ω
C
N色
白
印

戸
田
ω
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同
州
在
住
の
親
族
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さ
れ
る
法
の
不
平
等
)
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ア
リ
ゾ
ナ
・
呂
田
口

g
u由
。
。
己
ロ
ミ
〈

U
O己ぬ
E
P
S
〉
2
N
・

s-

N
S
P包

E
∞
(
出
色
)
(
二
重
課
税
・
他
の
制
度
と
の
不
整
合
)
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
一
。
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ロ
コ
ミ

0
『
〉
Z
S
O己
申
〈
〉
σ21]白
吋
ω
の
E
-

8
2・

s。
2
2
5
(
平
等
保
護
一
般
)
、

P
Eミ
0
『
H
b
印

〉
口
問
。
-m

〈・烈

gH)印ユ白
P
ω
a
M
V
-
M仏
ω品
(
昌
也
)
(
認
定
の
平

等
性
)
、

(
U
C
C
ロ
ミ

0『
ω
g
∞
四
日
阻
止
5
0
〈・

2
B
B。
ロ
テ
品
。

〔
ピ
・
包

ω
ω
?
M宮
市
・
包
旬
。

(
5
2
)
(
平
等
保
護
一
般
)
、

伊
ニ
ミ
〈
・

ωけ
印
円
。
印
U

同三
O
『

F
2
白
]
巧
色
町
白
「
0

・∞

N
P
]

〉
U

U

N

色
色
ア
H
∞
∞
苛
立
品
N
匂

(
H
C
吋
品
)
(
平
等
保
護
一
般
)
、

円

om
〉ロぬ由]白印

(
U
O
C
ロ
門
可
〈
民
己
ユ
ゲ
E
u
H
H
H
H
Y
N
仏
虫
ω
(
巴
企
)

(
他
の
制
度
と
の
不
整
合
・
認
定
の
平
等
性
)
、

ω
g
g〈
U
O
B
自
伝
包
O
口

百
円
、
己
ロ
曲
。
可
〈

-
H
W
E同
-Emmy
吋の白--〉円}円)・

N
m
山∞

-
E
M
U
-
印ゆ吋

(
E
C
∞
)
(
二
重
課
税
)
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
一
の

5
0〈O
「
〈

-HW忠
良
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。
。
ロ
ロ
ミ
巧
o
-
P
B

∞S
丘・

N
E
〉
-
M
島
区
ω
(
冨
弓
)
(
扶
養
義

務
者
の
抽
出
)
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
一
回
回
目

Z
F
回
以
内

wmm
〈
-go-pg

。。
5
5
5巴
O
D
O
ア
同
吋
()(υo
ロロ
-N印∞
wω
虫

〉

-N門】

HHH
∞
(
巴
uwm日
)

(
制
度
内
の
不
平
等
)
、
オ
レ
ゴ
ン
一
欠
。
耳
〈
・

ω
E
Z
P同
月
比
お

さ
由
民
白
話
。
O
B
B
Z巴
o
p
ω
O
円
〉
匂
U

・
N
U
J
h
o
H
Y
N
仏
民
叶

2
2
0
)
U
8
3
門凶

3
5チ
品
C
N
C
'
ω

・
自
C

(

平
等
保
護
一
般
)
、

富
山
口
臼
門
門
〈
・
円
、

E
F
P
N
8
0門
・
ミ
∞
-
出
品
目
U
-

包
∞
コ

(
E
R
)

(
認
定
の
平
等
性
)
、
ゥ
ィ
ス
コ
γ
シン

υ
k
f
H
L
5
巳
芯
ロ

O
{
H
U
2
2
8
p

=z-巧
・
包
区
∞

(
E
E
)
(
平
等
保
護
一
般
)
。

以
下
、
平
等
保
護
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
に
つ
い
て
は
、
戸
松

秀
典
『
平
等
原
則
と
司
法
審
査
』
(
有
斐
閣
、
一
九
九

O
年
)
、
米

沢
広
一
「
福
祉
受
給
権
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題

1
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
特
権
論
崩
壊
後
の
判
例
理
論
の
検
討
(
ご
/
(
二
ご
民
商

法
雑
誌
七
八
巻
六
号
(
一
九
七
八
年
)
八

O
O頁
以
下
/
七
九

巻
一
号
(
一
九
七
八
年
)
六
六
頁
以
下
を
参
照
し
て
い
る
。

(
3
)
何-仏一円
E
m
0
・
む
晶
司
・
血
門
印
山
由
mw

∞C
0
・

(
4
)
U
O己
色
白
f

N

O

∞同
M

M

門戸

MWHE少
本
件
で
は
、
上
位
裁
判
所

に
お
い
て
は
、
被
告
で
あ
る
娘
お
よ
び
そ
の
夫
が
勝
訴
し
た
。
そ

こ
で
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
社
会
保
障
お
よ
び
福
祉
委
員
会
が
上
訴
し

た
と
こ
ろ
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
最
高
裁
が
原
審
判
決
を
破
棄
し
、
原
告

で
あ
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
判
断
に
そ
っ
た
判
決
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

と
の
指
示
付
で
事
案
が
差
戻
さ
れ
た
。

(
5
)
E
-
R
E∞・

(
6
)
H
U白
m
A
Y
ω
め
印
〉
-N仏
印
H
H
H
N
A
H
l
N印

(
7
)
同
ロ
ユ
σ戸
グ

H
H
H
H
U
-
N
色白円山山。印
i

。。・

(
8
)
玄
白
口
白
=
-
N
m
X
勺
-
M
色
白
門
∞
∞
N

∞
ω
・

(
9
)
州
内

g
u白
H
J
R了

ωω
合

同

ν-N
仏
巳

ω吋

ω
∞-

(
叩
)
以
下
、
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
に
つ
い
て
は
、

本
多
滝
夫
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
手
続
の
展
開

l
一
九
七

0
年
代
お
よ
び
一
九
八

0
年
代
前
半
に
お
け
る
手
続
的
デ
ュ

l
・

プ
ロ
セ
ス
の
法
理
|
(
ご
/
(
二
ご
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
一

二
八
号
(
一
九
八
九
年
)
一
頁
以
下
/
一
二
九
号
ご
九
九

O
年
)

一
六
九
頁
以
下
、
松
井
茂
記
「
非
刑
事
手
統
領
域
に
於
け
る
手
続

的
デ
ュ

1
・
プ
ロ
セ
ス
理
論
の
展
開
(
二

J
(
五
)
」
法
皐
論
叢

一
O
六
巻
四
号
(
一
九
七
九
年
)
一
二
頁
以
下
/
一

O
六
巻
六
号

(
一
九
七
九
年
)
四
四
頁
以
下
/
一

O
七
巻
一
号
(
一
九
八

O
年
)

七
二
頁
以
下
/
一

O
七
巻
四
号
(
一
九
八

O
年
)
六
二
貰
以
下
/

一
O
七
巻
六
号
(
一
九
八

O
年
)
二

O
頁
以
下
、
米
沢
広
一
「
福

祉
受
給
権
を
め
ぐ
る
憲
法
問
題
(
三
)
|
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
特

権
論
崩
壊
後
の
判
例
理
論
の
検
討
|
」
民
商
法
雑
誌
七
九
巻
二
号

(
一
九
七
八
年
)
二
四
三
頁
以
下
参
照
。

(
日
)
冨
即
日
Z

F

N
匂
晶
司
-N
色
白
門
∞
吋
∞
l
司
・
本
件
で
は
、
「
老
齢
交
付

金
の
償
還
を
そ
の
受
給
者
の
子
に
求
め
る
方
法
と
し
て
、
カ
ウ

γ

テ
ィ
の
福
祉
委
員
会
に
二
つ
の
選
択
肢
を
与
え
て
い
る
法
は
不
明

確
で
あ
り
、
デ
ィ

i
・
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
」
と
述
べ
た
子
の
主

張
も
、
斥
け
ら
れ
て
い
る

o
E
・
釦
円
∞
∞
0

・
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除
去
ロ
F

E

r-包
良
品
。
。
参
照
。

(
幻

)
U
O
U門・
0
『
宮
O
D
E
-
E
M
a
5ロ
O
〈
・
呂
n
C
7、。ミ・

ωN∞
HV-N
仏

。
g
h
S
(
呂
町
∞
一
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
判
所
)
、
巴
門

E
t
0・

E
P
巳
包
∞
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
)
。

(
泣
)
〉
長
5
印
・
京

ω0
・N
色
白
同
色
∞
・
ア
ラ
パ
マ
州
最
高
裁
判
所
は
、

州
憲
法
が
貧
困
者
を
扶
助
す
る
よ
う
公
に
対
し
て
要
求
し
て
い
た

と
し
て
も
、
貧
困
者
の
範
囲
を
法
定
す
る
こ
と
は
で
き
、
特
定
の

親
族
が
存
在
す
る
者
は
、
貧
困
者
で
は
な
い
と
定
め
る
こ
と
も
可

能
だ
と
判
示
し
て
い
る
。

(
お
)
冨
同
日
E

F
出
品

P
N仏
間
門
∞
司
・
家
族
責
任
法
は
、
陪
審
に
付

す
必
要
の
あ
る
問
題
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
は
な
い
と
、
オ
レ

ゴ
ン
州
最
高
裁
が
判
示
し
た
。
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第
二
節

老
親
扶
養
義
務
と
平
等
保
護

(
M
)
 

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
家
族
責
任
法
は
、
老
齢
保
障
法
に
基
づ
く
手
当

の
受
給
者
の
家
族
に
対
し
て
、
手
当
に
要
し
た
費
用
を
求
償
し
う
る
カ
ウ

ン
テ
ィ
の
権
限
を
定
め
て
い
た
。

ω耳
C
8事
件
で
は
、
こ
の
家
族
責
任

法
が
平
等
保
護
条
項
に
反
す
る
と
し
て
争
わ
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最

高
裁
が
、
家
族
責
任
法
を
合
憲
と
判
断
し
た
。
こ
の

ω耳
0
8判
決
は
、

子
に
対
し
て
特
別
の
義
務
(
老
親
扶
養
義
務
)
を
課
す
家
族
責
任
法
の
合

憲
性
に
つ
い
て
、
正
面
か
ら
具
体
的
な
判
断
を
行
っ
た
点
で
、
貴
重
な
判

決
で
あ
る
。
ま
た

ω当
0
8判
決
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
越
え
て
、

他
の
多
く
の
州
に
も
先
例
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
一
九
九
四
年

に
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
最
高
裁
が
、
同
州
の
家
族
責
任
法
を
合
意
と
判
示
し

た

〉

g
q
-
E
E判
決
に
お
い
て
も
、

ω耳
0
8判
決
の
論
旨
が
踏
襲
さ
れ

(br
し
か
し
他
方
で
、

ω
3
8判
決
の
論
旨
を
批
判
す
る
学
説
も
多
い
。
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す
な
わ
ち

ω者
。

8
判
決
は
、
家
族
責
任
法
一
般
、
さ
ら
に
は
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
家
族
扶
養
に
関
し
て
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
最
重
要
判
決
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
1
に
お
い
て
、

ω
4
0
8判
決
以
前
の
裁
判

例
で
あ
り
、

ω当
0
8判
決
が
採
用
す
る
こ
と
と
な
る
平
等
保
護
の
審
査

(
お
)

基
準
を
構
築
し
た
も
の
を
検
討
し
、

2
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
裁
判
に
お

け
る
議
論
を
総
括
し
た

ω耳
0
8判
決
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
法
を
肯
定
す
る

理
由
付
け
と
し
て
、
裁
判
所
が
構
築
し
た
法
理
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し

て
3
に
お
い
て
、

ω唱
0
8判
決
が
、
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
家
族
責
任

法
は
平
等
保
護
に
反
し
な
い
と
判
示
す
る
に
あ
た
っ
て
依
拠
し
た
論
旨
を

検
証
す
る
こ
と
に
す
る
。

1 

∞
者

0
8判
決
以
前
の
平
等
保
護
審
査

怒
意
的
な
負
担
の
回
避

家
族
責
任
法
の
合
憲
性
判
断
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
判
決
が
依
拠
す
る

こ
と
と
な
る
平
等
保
護
の
審
査
基
準
を
提
示
し
た
初
期
の
重
要
判
例
と
し

(
幻
)

一
九
六
四
年
の
民
百
円

}50「
判
決
が
挙
げ
ら
れ
る
。

て
は
、

の

百
円
口
町
コ
白
司
事
件
の
判
断
は
、
巴
白
d
F
L
S
事
件
の
判
断
を
拡
張
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
同
己
主
宅
事
件
の
概
略
を
ま
ず
記
す
と
、
こ
こ
で
は
精
神

病
院
が
、
殺
人
罪
で
告
発
さ
れ
た
子
の
病
院
で
の
ケ
ア
に
要
し
た
費
用
を

父
親
に
求
償
し
た
o

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
「
収
容
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
自
己
ま
た
は
他
者
を
危
険
に
さ
ら
す
者
を
、
適
切
な
州
の
施
設

に
隔
離
し
治
療
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
の
制
定
お
よ
び
執
行
は
、
州

固
有
の
役
割
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
施
設
を
供
給
、
運
営
、
お
よ

び
維
持
す
る
た
め
の
費
用
は
、
州
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」

と
判
示
し
、
病
院
の
請
求
を
斥
け
た
。

白
血
項
目
ミ
事
件
で
は
、
刑
事
上
の
理
由
か
ら
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
た

子
に
対
す
る
親
の
扶
養
義
務
が
否
定
さ
れ
た

o
E
R
E
D
Z事
件
は
、
こ

の
判
断
を
、
行
政
上
の
理
白
か
ら
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
た
親
に
対
す
る

成
年
子
の
扶
養
義
務
を
争
っ
た
事
件
に
拡
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
「
収
容
が
、
目
白
色
ミ
事
件
に
見
ら
れ
る
刑
法
典

の
侵
害
に
起
因
し
て
い
よ
う
と
、
本
件
の
よ
う
に
本
質
的
に
行
政
的
収
監

で
あ
ろ
う
と
、
両
事
件
に
お
け
る
監
禁
、
治
療
ま
た
は
ケ
ア
の
目
的
は
、

被
収
容
者
か
ら
の
社
会
の
防
衛
、
な
ら
び
に
そ
の
者
自
身
の
保
護
お
よ
び

国
家
の
生
産
的
な
一
員
へ
の
更
生
を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
理

由
か
ら
、
州
の
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
成

(
お
)
(
却
)

年
子
に
課
す
家
族
責
任
法
は
、
平
等
保
護
条
項
を
侵
害
す
る
と
判
示
し
た
。
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そ
し
て
こ
う
し
た
判
断
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
平
等
保
護
の

審
査
基
準
を
提
示
し
た
。
「
州
施
設
の
維
持
費
は
、
収
容
者
へ
の
適
切
な

ケ
ア
に
要
す
る
費
用
を
含
め
て
、
社
会
の
一
部
に
『
恋
意
的

(
R
E可
同
可
)
』

に
負
わ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
負
担
の
賦
課
は
、
平
等
保
護
条

項
を
侵
害
す
る
。
」
百
円
門
町
ロ

2
事
件
の
判
旨
の
意
味
お
よ
び
射
程
は
、

そ
の
後
様
々
な
裁
判
に
お
い
て
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

先
存
す
る
扶
養
義
務
の
必
要
性

百
円
円

}50円
判
決
に
関
す
る
明
確
な
解
釈
を
提
示
し
た
り
戸
門
出
ミ
判
決

で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
控
訴
裁
判
所
が
、
「
関
守
口
町
ロ
号
判
決
は
、

償
還
を
求
め
う
る
対
象
の
範
囲
を
、
施
設
の
収
容
者
本
人
ま
た
は
そ
の
財

産
に
厳
格
に
制
限
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
入
院
費
用
を
『
恋
意
的
』
に
一

つ
の
ク
ラ
ス
(
共
通
点
を
も
っ
一
定
範
囲
の
人
び
と
)
に
負
わ
せ
る
こ
と

{
担
)

は
で
き
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。
そ
し
て
、

「
恋
意
的
」
な
負
担
の
意
味
に
つ
い
て
、
「
そ
も
そ
も

(
O
F
2耳
2
0
)

扶
養
義
務
を
負
っ
て
い
た
家
族
に
対
し
て
、
州
が
ケ
ア
に
要
し
た
費
用
を

求
償
し
た
と
し
て
も
、
『
怒
意
的
』
に
は
な
ら
な
い
。
」
と
判
示
し
た
。

ロ
己
門
出
塁
事
件
の
こ
の
判
断
は
、
そ
の
後
の
判
決
に
お
い
て
も
踏
襲
さ

(
辺
)

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
子
に
対
す
る
親
の
扶
養
義
務
が
問
題
と
な
っ
た

(
お
)

E
n
Z事
件
で
は
、
「
社
会
福
祉
制
度
法
典
九

O
三
・
一
条
は
、
合
理
的

か
っ
必
要
な
扶
養
を
子
に
対
し
て
行
う
親
の
『
先
存
す
る
(
耳
目
白
自
己
5
m
)

義
務
』
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
親
に
課
す
こ
と

は
『
恋
意
的
』
に
は
な
ら
な
い
」
と
判
示
さ
れ
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
そ
の
後
∞

o
g事
件
に
お
い
て
、

百
円
円
『
5
0吋
判
決
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
同
判
決
以
降
の
七
年
間
に
積
み
重

ね
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
判
断
を
総
括
し
た
。
そ
し
て
、
家
族
責
任
法
(
社
会

福
祉
制
度
法
典
三
二

O
O条
お
よ
び
二
二

O
一
条
)
の
合
憲
性
は
、

同
町
ロ

}50吋
事
件
に
お
い
て
同
裁
判
所
が
判
示
し
た
原
則
に
照
ら
し
て
決

(
担
)

せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
を
述
べ
た
。
加
え
て
「
烈
可
口
『
5
0司判

決
は
、
家
族
責
任
法
に
基
づ
く
公
的
機
関
の
償
還
請
求
が
、
す
べ
て
の
局

面
に
お
い
て
法
の
平
等
保
護
に
反
す
る
と
判
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

先
存
す
る
扶
養
義
務
は
、
社
会
保
障
制
度
の
費
用
に
つ
い
て
、
他
と
異
な

る
割
合
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
者
を
区
分
す
る
合
理
的
基
準
と
な

る
。
」
と
判
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
判
決
を
経
て
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
家
族
責
任
法
の
合

理
性
を
検
討
し
、
そ
の
合
憲
性
を
判
断
す
る
基
準
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
高
齢
者
ケ
ア
に
対
す
る
公
的
支
出
の
負
担
を
「
窓
意
的
」
に

一
個
人
に
賦
課
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
親
族
が
、
「
そ
も
そ
も
法
的

義
務
を
負
う
」
場
合
、
ま
た
は
公
的
給
付
の
受
給
者
に
対
す
る
「
先
存
す

る
扶
養
義
務
」
を
負
う
場
合
に
は
、
当
該
親
族
に
対
す
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
の

北法48(4・138)858



求
償
は
合
理
的
と
な
る
。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
平
等
保
護
の
審
査
基
準

に
則
り
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
に
つ
い
て
判
断
し
た

ω者
。
告
判
決
を
紹

介
す
る
。

アメリカの高齢者ケアにおける社会保障と家族の役割(3・完)

2 

ω者
0
8判
決

事
実

老
齢
保
障
法
は
、
高
齢
で
あ
る
要
扶
養
者
に
老
齢
保
障
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
手
当
受
給
者
の
成
年
子
は
、
親
族
の
拠
出
基
準

(
お
)

表
に
基
づ
き
、
受
給
者
を
扶
養
す
る
た
め
に
一
定
額
を
拠
出
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
い
た
。
州
社
会
福
祉
部
長
官
を
筆
頭
と
す
る
州
の
職
員
Y
ら
は
、

社
会
福
託
制
度
法
典
三
二

O
O条
お
よ
び
二
二

O
一
条
(
老
齢
保
障

法
)
に
従
い
、
老
齢
保
障
手
当
に
支
弁
し
た
費
用
の
一
部
を
、
手
当
の
受

給
者
で
あ
る
未
亡
人
v
h
、
v
h
の
各
々
の
成
年
子
に
求
償
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、

v
h
、
v
h
、
お
よ
び
各
々
の
息
子
九
、

V

品
が
、

Y
の
請
求
を
差
止
め

る
命
令
を
求
め
て
ク
ラ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
提
起
し
た
。

六
O
歳
の
V

ね
は
、
「
夫
婦
合
わ
せ
た
収
入
が
月
額
六
五
六
・
二
五
ド
ル

で
あ
り
、
差
し
迫
っ
た
自
己
の
退
職
に
備
え
た
貯
蓄
も
行
っ
て
い
る
。
カ

ウ
γ
テ
ィ
福
祉
部
の
命
令
に
従
い
、
月
七

0
ド
ル
を
八
八
歳
の
母
九
を
扶

養
す
る
た
め
に
支
払
う
な
ら
ば
、
同
時
に
自
ら
の
家
族
を
扶
養
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
」
と
主
張
し
た
O

L
は
、
「
自
身
の
子
の
扶
養
料
一
八

0

ド
ル
、
お
よ
び
家
賃
一
四
五
ド
ル
を
含
む
家
族
の
生
活
費
を
月
々
支
出
し

た
後
に
は
、
七
八
歳
の
母
V

ね
を
扶
養
す
る
た
め
に
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
福
祉
部

が
支
払
い
を
求
め
る
七
五
ド
ル
は
残
ら
な
い
。
」
と
主
張
し
た
。

一
九
七
一
年
一

O
月
一
四
日
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
上
位
裁

判
所
は
、
社
会
福
祉
制
度
法
典
二
二

O
O条
お
よ
び
三
二

O
一
条
、

な
ら
び
に
民
法
典
二

O
六
条
を
、
原
告
お
よ
び
原
告
と
同
様
の
状
況
下
に

い
る
ク
ラ
ス
の
人
達
に
対
し
て

Y
が
適
用
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
、
州
全
域

に
わ
た
る
一
方
的
緊
急
差
止
命
令
を
発
し
た
。
そ
こ
で

Y
は
、
一
方
的
緊

急
差
止
命
令
の
施
行
を
停
止
す
る
禁
止
令
状
の
発
行
を
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
最
高
裁
に
求
め
た
。

Y
は
、
本
件
で
争
わ
れ
て
い
る
各
条
項
は
有
効

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
条
文
を

Y
が
適
用
す
る
こ
と
を
禁
ず
る
権
限
を
裁
判

(
お
)

所
は
も
た
な
い
と
抗
弁
し
た
。

先
例
に
お
い
て
残
さ
れ
た
課
題

老
齢
保
障
手
当
の
受
給
者
の
成
年
子
に
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
課
し
た

家
族
責
任
法
の
合
憲
性
は
、
前
述
し
た
切
O
目
的
事
件
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
最
高
裁
に
お
い
て
も
争
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

ω
g
o
S判
決
は
、

∞
O
目
的
判
決
、
さ
ら
に
は
∞
。
訟
判
決
が
そ
の
判
断
の
よ
り
所
と
し
た
、
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百
円
の
『
百
四
叶
判
決
以
来
の
一
連
の
裁
判
例
に
お
け
る
平
等
保
護
に
関
す
る

判
断
基
準
(
親
族
が
「
そ
も
そ
も
法
的
義
務
を
負
う
」
場
合
、
ま
た
は
公

的
給
付
の
受
給
者
に
対
す
る
「
先
存
す
る
扶
養
義
務
」
を
負
う
場
合
に
は
、

当
該
親
族
に
対
す
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
求
償
は
合
意
と
な
る
。
)
を
踏
襲
し

た
o

そ
し
て

ω耳
0
8判
決
は
、
「
親
に
対
す
る
扶
養
義
務
と
い
う
、
他

の
者
は
負
わ
な
い
特
別
の
義
務
を
子
に
課
す
こ
と
は
平
等
保
護
に
反
し
な

い
か
。
」
「
子
は
老
親
を
扶
養
す
る
先
存
義
務
を
負
っ
て
い
る
か
o

」
と

い
う
、
切
0
8判
決
で
は
検
討
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
根
源
的
課
題
に
つ
い

て
考
察
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

切
C
訴
事
件
は
、
次
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
た
め
に
、
と
の
点
に
つ

い
て
判
断
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
老
齢
保
障
手
当
受
給
者
の
成
年

子
に
よ
る
違
憲
の
訴
え
に
対
し
て
、
カ
ウ
ソ
テ
ィ
が
「

(
1
)
成
年
子

切
O
訟
は
、
民
法
典
二

O
六
条
に
基
づ
き
母
親
を
扶
養
す
る
「
先
存
す
る

義
務
」
を
負
っ
て
お
り
、

(
2
)
こ
の
義
務
は
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課

す

二

二

O
O条
お
よ
び
つ
二

O
一
条
を
合
憲
と
判
断
す
る
上
で
の
合

理
的
な
狼
拠

(
E
C
C
口
弘

σ即
日
回
目
)
を
与
え
て
い
る
。
」
と
抗
弁
し
た
。
(
お
)

し
か
し
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は

(
2
)
の
主
張
に
は
答
え
ず
、

「
本
件
の
母
親
は
『
困
窮
(
宮
口

oE)』
し
て
お
り
老
齢
保
障
手
当
を
受

給
し
う
る
が
、
民
法
典
二

O
六
条
の
規
定
す
る
『
貧
し
い
者
(
句
。
。
門
)
』

(
却
)

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
成
年
子
は
、
二

O
六
条
に
基
づ
く
母
親
を
扶
養

す
る
義
務
を
負
っ
て
い
な
い
。
」
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
最
高
裁
は
、
子

は
母
親
に
対
し
て
「
先
存
す
る
扶
養
義
務
」
を
何
ら
負
っ
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
「
困
窮
し
た
高
齢
者
へ
の
手
当
に
要
し
た
費
用
を
息
子
に
請
求
す

る
合
理
的
な
根
拠
は
な
い
。
家
族
責
任
法
は
、
息
子
に
適
用
さ
れ
た
点
で
、

法
の
平
等
な
保
護
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
の
で
あ
(
旬
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は

ω
t
5
8判
決
で
、
立
法
者
は
、
明
ら

か
に
切
O
回
目
判
決
に
応
え
る
形
で
、
一
九
七
一
年
福
祉
改
革
法
の
一
環
と

し
て
民
法
典
ニ

O
六
条
を
修
正
し
、
困
窮
し
た
他
の
家
族
構
成
員
、
す
な

わ
ち
老
齢
保
障
手
当
の
受
給
者
を
扶
養
す
る
義
務
を
、
家
族
に
課
し
た
の

だ
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
こ
の
修
正
に
よ
り
、
老
齢
保
障
手
当
受
給

者
の
す
べ
て
の
成
年
子
は
、
民
法
典
二

O
六
条
に
基
づ
く
扶
養
義
務
を
負

う
こ
と
に
な
る
。
」
と
判
示
し
た
。
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( 

) 

争
点

以
上
の
先
例
と
の
関
係
か
ら

ω唱
0
8事
件
で
は
、
∞
O
訴
事
件
で
は
判

断
が
し
残
さ
れ
た
前
記

(
2
)
の
点
、
す
な
わ
ち
、
「
修
正
さ
れ
た
民
法

典
二

O
六
条
に
基
づ
く
親
を
扶
養
す
る
子
の
義
務
は
、
社
会
福
祉
制
度
法

典
一
二
一

O
O条
お
よ
び
三
二

O
一
条
に
基
づ
き
親
を
扶
養
す
る
義
務

を
子
に
課
す
上
で
の
合
理
的
根
拠
と
な
る
か
。
そ
し
て
、
家
族
責
任
法
は

平
等
保
護
に
反
す
る
と
の
主
張
を
斥
け
う
る
か
。
」
と
い
う
問
題
が
争
点



(
位
)

と
な
っ
た
。
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原
告
は
第
一
に
、
二

O
六
条
は
図
。

g
事
件
で
述
べ
ら
れ
た
「
先
存
す

る
扶
養
義
務
」
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
に
。
す
な
わ
ち
、

「
先
存
す
る
扶
養
義
務
は
、
社
会
福
祉
制
度
法
典
の
制
定
以
前
か
ら
存
在

し
て
い
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、
一
九
七
一
年
修
正
の
民
法
典
に
基
づ
く

義
務
は
、
一
九
三
七
年
に
制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
制
度
法
典
、
の
以
前
か
ら

存
在
す
る
義
務
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
『
先
存
』
す
る
扶
養
義
務
と
は
、

独
立
し
た
別
個
の
義
務
を
指
す
の
で
あ
り
、
福
祉
改
革
法
の
重
要
部
分
と

し
て
修
正
さ
れ
た
民
法
典
二

O
六
条
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
義
務
は
、
先
存

し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」
な
ど
と
主
張
し
た
。

第
二
に
原
告
は
、
「
仮
に
成
年
子
が
、
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
そ
も
そ

も
負
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
当
該
成
年
子
の
ク
ラ
ス
に
、
民
法
典
に
基
づ

く
基
礎
的
な
扶
養
義
務
と
、
社
会
福
祉
制
度
法
典
に
基
づ
く
カ
ウ
ン
テ
ィ

へ
の
償
還
義
務
と
の
双
方
を
負
わ
せ
た
場
合
、
結
局
『
恋
意
的
』
に
負
担

を
課
す
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
法
の
平
等
保
護
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
」

と
主
張
し
た
。
そ
し
て
原
告
は
、
本
件
の
三
一
条
項
が
平
等
保
護
に
反
す
る

{
制
)

か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

ω四
円
円
告
。
事
件
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
最
高
裁
が
提
示
し
た
、
厳
格
な
審
査
基
準
(
日

E
2
2
2
zミ
)
を

採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
こ
れ

ら
の
条
項
は
『
根
源
的
利
益
(
根
源
的
権
利
/
司

E
宮
口

g
E
E
R
E
)
』

ま
た
は
、
次
の
二
つ
の
別
個
の
観
点
か
ら
、
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類

(
疑
わ
し
い
区
分

/
2
8∞
2
n
z
a】
出
口
忠
芯
ロ
)
を
構
成
す
る
。
そ
れ
ら

は、

(
1
)
財
産
を
基
準
と
し
た
人
の
差
別
、

(
2
)
尊
属
(
自
の
目
的
門
司
・

祖
先
・
家
系
)
を
理
由
と
し
た
人
の
差
別
で
あ
る
。
」
と
主
張
し
た
。

こ
う
し
た
原
告
の
主
張
に
基
づ
き
、
老
齢
保
障
手
当
受
給
者
の
成
年
子

に
対
し
て
州
が
求
償
す
る
こ
と
の
合
憲
性
に
つ
い
て
本
件
で
争
わ
れ
た
内

容
を
整
理
す
る
と
、
次
の
二
点
と
な
る
。

A
-
修
正
さ
れ
た
民
法
典
二

O
六
条
は
、
困
窮
し
た
親
を
扶
養
す
る
子

の
一
般
的
な
義
務
を
規
定
し
て
い
る
か
。
こ
の
義
務
は
、
先
存
す

る
義
務
と
し
て
、
高
齢
親
に
支
給
さ
れ
た
手
当
の
州
へ
の
償
還
を

家
族
責
任
法
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
者
、
す
な
わ
ち
、
福
祉
関
係

費
を
他
よ
り
多
く
支
払
う
よ
う
強
制
さ
れ
る
者
を
区
分
す
る
、
合

理
的
根
拠
と
な
る
か
。

B
-
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
各
条
項
は
、
厳
格
な
審
査
を
必
要
(
岨
)

と
す
る
、
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
か
。

も
し
、
本
件
で
問
題
の
各
条
項
が
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
に
つ
い
て

規
定
し
て
い
る
場
合
、
き
わ
め
て
強
い
公
の
利
益
が
存
在
し
な
い
限
り
、

そ
れ
ら
の
条
項
は
怒
意
的
に
特
定
の
個
人
に
負
担
を
課
し
た
こ
と
に
な
り
、

平
等
保
護
違
反
と
し
て
違
憲
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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四

判
旨

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
成
年
子
は
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
そ

も
そ
も
負
い
、
加
え
て
本
件
の
各
条
項
は
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
条
文
は
怒
意
的
に
子
に
負
担
を

(

円

山

)

課
す
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
違
憲
の
主
張
を
斥
け
て
い
る
。
以
下
で
は
、

こ
の
結
論
に
至
っ
た
判
旨
の
理
由
づ
け
を
、
争
点
別
に
紹
介
す
る
。

争
点

A

l

l

先
存
義
務
の
存
在
|
|

(
イ
)
社
会
福
祉
制
度
法
典
と
民
法
典
の
関
係

原
告
は
、
二

O
六
条
が
規
定
す
る
扶
養
義
務
は
先
存
し
て
い
な
い
と
主

張
す
る
理
由
と
し
て
、
ま
ず
、
民
法
典
の
修
正
は
、
時
間
的
に
社
会
福
祉

制
度
法
典
の
制
定
の
後
に
な
さ
れ
た
点
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
最
高
裁
は
、

「
こ
こ
で
は
『
先
存
』
ま
た
は
『
先
存
義
務
』
と
い
う
言
葉
の
定
義
、
す

な
わ
ち
辞
書
上
の
意
味
を
一
般
的
に
探
る
必
要
は
な
く
、
よ
り
広
範
囲
の

問
題
(
争
点
A
)
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
告
の
主
張
に
十
分
対
処

(
必
)

し
う
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
判
示
し
た
。

そ
し
て
、
民
法
典
二

O
六
条
は
社
会
福
祉
制
度
法
典
か
ら
「
独
立
」
し

て
お
ら
ず
、
先
存
す
る
義
務
を
規
定
し
て
い
な
い
と
の
原
告
の
主
張
に
関

し
て
は
、
次
の
よ
う
に
斥
け
た
。
ま
ず
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
親
族

が
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
対
し
て
負
う
義
務
の
範
囲
は
、
社
会
福
任
制
度
法
典
に

(
1
)
 

よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
と
判
断
し
た
こ
れ
ま
で
の
裁
判
例
を
確
認
し
た
。
そ

し
て
「
個
々
の
事
案
に
お
い
て
親
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
社
会
福
祉
制
度

法
典
二
二

O
O条
お
よ
び
三
二

O
一
条
は
、
民
法
典
か
ら
完
全
に
独

立
し
て
い
る
。
加
え
て
、
民
法
典
二

O
六
条
に
基
づ
い
て
親
が
子
に
対
し

て
持
つ
い
か
な
る
一
般
的
な
権
利
も
、
カ
ウ

γ
テ
ィ
に
よ
っ
て
代
位
さ
れ

え
な
い
。
そ
こ
で
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
が
償
還
を
求
め
う
る
権
利
は
、
社
会
福

祉
制
度
法
典
の
関
連
条
項
の
み
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
て
い
る
。
」
と
判
示

し
た
。
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扶
養
義
務
の
歴
史
的
形
成

(
イ
)
の
検
討
か
ら
判
旨
は
、
本
件
で
は
結
局
、
「
一
般
的
に
成
年
子

は
、
困
窮
し
た
、
ま
た
は
貧
し
い
親
会
」
扶
養
す
る
義
務
を
『
そ
も
そ
も
』

負
っ
て
い
る
か
。
そ
し
て
そ
の
義
務
は
、
家
族
責
任
法
(
=
二

O
O条

お
よ
び
三
二

O
一
条
)
は
差
別
的
で
容
認
で
き
な
い
と
す
る
主
張
を
斥

け
る
合
理
的
根
拠
と
な
る
か
。
」
と
い
う
点
を
中
心
に
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
考
察
を
行
い
、
肯
定
的
判
断
を
下
し
て

い
る
。 ( 

ロ「
明
ら
か
に
子
は
、
貧
し
い
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
、
非
常
に
長
い
年

月
に
わ
た
っ
て
-
般
的
に
負
っ
て
い
た
。
同
町
n
y
H
g門
事
件
お
よ
び
切
c
m
m

事
件
に
お
い
て
判
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
確
か
に
コ
モ
ン
・
ロ

l
上
は
、
か
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よ
う
な
義
務
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
義
務
は
、
社
会

に
深
く
根
付
い
た
も
の
で
あ
り
、
尊
重
す
べ
き
起
源
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
起
源
は
、
ェ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
の
重
要
部
分
と
し
て
子
の
扶
養
義
務
が

出
現
し
た
一
六

O
一
年
ま
で
、
約
四
世
紀
も
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
エ

リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
)
親
族
の
義
務
は
、
公
の
責
任
を

免
じ
、
貧
し
い
者
を
救
済
す
る
た
め
の
公
の
支
出
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
創
設
さ
れ
た
の
だ
と
、

E
F
g
r教
授
は
明
確
に
論
証
し
て
い
(
旬
。

一
八
七
二
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法

と
酷
似
し
た
表
現
で
、
民
法
典
二

O
六
条
と
し
て
成
文
化
さ
れ
た
こ
の
義

務
は
、
最
近
の
一
九
七
一
年
修
正
に
至
る
ま
で
、
変
わ
ら
ぬ
形
で
存
在
し

(
弘
)
た
。
こ
う
し
た
民
法
典
二

O
六
条
の
目
的
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
の
根

底
に
あ
っ
た
目
的
と
同
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二

O
六
条
の
主
目
的
は
、

扶
養
可
能
な
子
を
も
っ
者
を
支
援
す
る
負
担
か
ら
、
公
を
解
放
す
る
こ
と

で
あ
ろ
う
。

一
九
三

O
年
に
、
現
在
の
老
齢
扶
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
始
す
る
こ
と
に

(
部
)

よ
り
、
州
は
困
窮
し
た
高
齢
者
の
扶
養
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
老
親
扶
養
義
務
を
負
い
、
か
つ
扶
養
可
能
な
子
を
も
っ
高
齢
親
は
、

明
確
に
そ
の
制
度
か
ら
除
外
さ
れ
た
。
立
法
者
は
明
ら
か
に
、
民
法
典
二

O
六
条
と
い
う
既
存
の
条
項
に
よ
っ
て
、
子
を
も
っ
高
齢
者
は
十
分
保
護

さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
、
立
法
者
は
制
定
法

上
の
仕
組
み
を
わ
ず
か
に
修
正
し
た
。
子
を
含
む
責
任
親
族
か
ら
実
際
に

(

四

国

)

扶
養
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
み
を
、
手
当
の
受
給
資
格
な
し
と
し
た
。

扶
養
可
能
な
親
族
を
も
ち
な
が
ら
も
扶
養
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
は
、

条
件
な
し
に
手
当
を
受
給
す
る
権
利
を
得
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、

手
当
を
支
給
す
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
は
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る
者
を
『
金
銭

的
に
扶
養
し
う
る
配
偶
者
ま
た
は
子
』
か
ら
、
『
そ
れ
ら
の
親
族
が
支
払

い
可
能
な
範
囲
で
』
償
還
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
ら
札
旬
。
こ
の
制
定
法

上
の
仕
組
み
は
、
実
質
的
に
同
じ
形
態
で
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
計
り
知
れ
な
い
社
会
的
慣
習
の
歴
史
に
言
及
す
る
ま
で

も
な
く
、
長
い
法
の
伝
統
に
お
い
て
、
困
窮
し
た
親
を
扶
養
す
る
負
担
を

担
う
た
め
に
成
年
子
が
抽
出
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
義
務
は
、

高
齢
者
に
対
す
る
州
の
扶
助
か
ら
生
じ
る
い
か
な
る
義
務
よ
り
も
以
前
に
、

そ
し
て
そ
れ
と
は
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
。
成
年
子
に
義
務
を
課
す
そ

の
後
の
規
定
は
、
『
そ
も
そ
も
』
親
を
扶
養
す
る
法
的
義
務
を
負
う
親
族

を
、
単
に
特
定
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
立
法
者
が
一
九
七
一
年
に
『
貧

し
い
者
』
と
い
う
基
準
を
『
困
窮
す
る
者
』
に
修
正
し
た
と
い
う
事
実
は
、

こ
の
結
論
に
影
響
を
与
え
ず
、
こ
れ
を
変
え
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
」

北法48(4・143)863
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原
告
は
、
成
年
子
が
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
そ
も
そ
も
負
っ
て
い
た
と

2 
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し
て
も
、
根
源
的
利
益
ま
た
は
違
憲
の
疑
い
の
強
レ
分
類
に
つ
い
て
規
定

す
る
家
族
責
任
法
は
、
怒
意
的
に
扶
養
義
務
を
成
年
子
に
賦
課
す
る
も
の

で
あ
り
、
法
の
平
等
保
護
を
侵
害
す
る
と
主
張
し
た
。
そ
こ
で
最
高
裁
は
、

ま
ず
本
件
各
条
項
が
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る

か
否
か
を
検
討
し
、
そ
れ
を
否
定
し
た
後
に
、
合
理
性
審
査
に
よ
っ
て
、

(ω) 

本
件
の
合
憲
性
を
判
断
し
た
。

財
産
に
よ
る
差
別

最
高
裁
は
財
産
に
よ
る
差
別
に
つ
い
て
、
「
財
産
を
基
準
に
人
の
聞
に

線
が
引
か
れ
た
場
合
、
慎
重
な
検
討
が
特
に
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
争

い
は
な
い
。
し
か
し
本
件
各
条
項
は
、
財
産
を
基
準
と
し
て
線
を
引
く
も

の
で
は
な
い
。
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
各
条
項
は
、
困
窮
し
た
殺
の

成
年
子
全
員
に
適
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
本
件
各
条
項
は
、
そ
れ
ら
の
子

の
間
で
何
ら
区
別
を
行
わ
ず
、
『
そ
の
能
力
の
範
囲
』
で
親
と
子
は
扶
養

義
務
を
負
担
す
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
本
件
各
条
項

は
、
裕
福
な
子
と
貧
し
い
子
い
ず
れ
に
も
、
特
別
な
待
遇
を
し
て
い
な
い
。
」

イ

と
判
示
し
た
。

し
か
る
に
原
告
は
、
困
窮
し
た
親
の
成
年
子
の
み
が
そ
の
親
を
扶
養
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
条
項
は
成
年
子
の
聞
で
、
そ
の
親

の
財
産
を
基
準
に
差
別
を
行
っ
て
い
る
と
訴
え
た
。
し
か
し
裁
判
所
は
、

こ
の
議
論
は
表
面
的
な
詑
弁
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
州
が
関
心
を
持

ち
義
務
を
負
う
対
象
は
、
そ
も
そ
も
図
窮
し
た
親
の
み
で
あ
る
。
∞

c
g

事
件
で
述
べ
た
よ
う
に
、
親
族
に
義
務
を
課
す
民
法
典
二

O
六
条
お
よ
び

社
会
福
祉
制
度
法
典
の
各
条
項
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
か
ら
発
展
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
公
が
貧
困
者
を
扶
養
す
る
義
務
を
引
き
受
け
て
以
来
、

こ
れ
ら
の
条
項
は
、
公
的
負
担
の
一
部
を
軽
減
す
る
た
め
に
発
展
し
た
。

す
な
わ
ち
困
窮
者
に
対
す
る
公
的
扶
助
費
を
求
償
し
よ
う
と
す
る
州
の
関

心
は
、
困
窮
者
が
関
係
す
る
と
き
に
の
み
生
じ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

唯
一
困
窮
者
に
、
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
州

は
、
同
時
に
こ
れ
ら
の
人
々
に
利
益
を
も
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
原
告
は
、

州
が
困
窮
し
た
人
々
の
み
に
利
益
を
与
え
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
何
ら

異
議
を
唱
え
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
州
が
相
関
関
係
の
あ
る
義
務
を
困
窮
し
た
親
の
成
年
子

に
課
し
て
い
る
限
り
、
州
は
こ
れ
ら
の
子
を
、
財
産
を
基
準
に
差
別
す
る

と
と
に
は
な
ら
な
い
。
州
は
、
負
担
を
担
う
子
を
親
の
財
産
に
基
づ
い
て

選
択
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
親
子

(
E
B
E品
。
)
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
選
択
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
本
件
各
条
項
は
、
財
産
を
基

準
に
差
別
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
に
は
あ
た

(
飢
)

ら
な
い
。
」

北法48(4・144)864
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(
ロ
)
尊
属
に
よ
る
差
別

原
告
は
、
厳
格
な
審
査
の
適
用
を
要
す
る
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
に
、

尊
属
は
あ
た
る
と
力
説
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に

判
示
し
て
い
る
。
「
原
告
が
参
照
を
求
め
る
出
可
与

a
g
E事
件
お
よ

び

0
3
g出
事
件
で
は
、
尊
属
に
よ
る
差
別
は
、
一
般
的
な
意
味
で
の
親

子
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
差
別
で
は
な
く
、
結
局
人
種
の
差
別
を
意
味
し
て

い
る
。
さ
ら
に
も
し
血
統
と
い
う
一
般
的
な
事
実
に
基
づ
く
分
類
が
、
人

種
の
分
類
と
同
様
に
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、

例
え
ば
相
続
法
の
よ
う
な
確
立
さ
れ
た
法
の
領
域
は
、
削
除
さ
れ
な
け
れ

(
臼
)

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
J

こ
う
し
て
最
高
裁
は
、
尊
属
を
、
違
憲
の

疑
い
の
強
い
分
類
に
あ
た
ら
な
い
も
の
と
判
断
し
た
。

3 

本
件
へ
の
あ
て
は
め

合
理
性
の
判
断

「
こ
れ
ら
の
条
項
が
規
定
す
る
区
分
は
根
源
的
利
益
に
触
れ
ず
、
違
憲

の
疑
い
の
強
い
分
類
と
も
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
合
憲
性
は
、
合
理

性
審
査
に
よ
っ
て
決
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
法
に
よ
っ
て

規
定
さ
れ
た
区
分
は
、
州
の
立
法
目
的
が
正
当
で
あ
る
限
り
、
そ
の
目
的

と
合
理
的
な
関
係
が
あ
る
か
と
い
っ
た
点
の
み
が
間
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
を
本
件
に
つ
い
て
見
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
家
族
責
任
法

イ

の
目
的
は
、
『
公
が
引
き
受
け
た
貧
困
者
を
扶
養
す
る
義
務
に
よ
っ
て
、

公
に
課
さ
れ
た
負
担
の
一
部
に
つ
い
て
、
公
の
支
出
を
軽
減
す
る
こ
と
に

あ
る
』
と
、
当
裁
判
所
は
∞

o
g事
件
に
お
い
て
確
認
し
た
。
こ
れ
が
正

当
な
立
法
目
的
で
あ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
成
年
子
に

扶
養
の
負
担
を
課
す
こ
と
が
、
公
費
削
減
と
い
う
州
の
目
的
達
成
と
、
合

理
的
な
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
点
が
唯
一
の
問
題
と
し
て
残
る
。
そ
し
て

次
の
理
由
か
ら
、
成
年
子
に
扶
養
義
務
を
課
す
法
が
合
理
的
で
あ
る
と
と

は
、
極
め
て
明
ら
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
困
窮
し
て
い
る
親
は
、
そ
の
子
を
青
少
年
時
代
に
扶
養
し
ケ
ア
し

て
き
た
。
し
た
が
っ
て
か
よ
う
な
子
は
、
可
能
な
限
り
で
、
そ
の
返
礼
と

し
て
親
を
扶
養
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
子
は
、
『
困
窮
し
た
親
』
と
い

う
ク
ラ
ス
か
ら
特
別
の
利
益
を
得
た
の
で
あ
る
か
ら
、
子
が
そ
の
ク
ラ
ス

(
臼
)

に
つ
い
て
特
別
の
負
担
を
負
う
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
」

こ
の
点
原
告
は
、
扶
養
義
務
の
賦
課
が
合
理
的
で
あ
り
得
る
た
め
に
は
、

扶
養
義
務
が
、
婚
姻
ま
た
は
子
に
対
す
る
親
の
関
係
な
ど
の
よ
う
に
、
任

意
に
形
成
さ
れ
た
関
係
か
ら
生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
夫
、
妻
ま
た
は
親
な
ど
に
な
る
者
は
、
付
臨
す
る
義
務
を
知
っ

て
そ
の
関
係
を
結
び
、
扶
養
義
務
を
任
意
に
承
諾
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
子
は
、
任
意
に
親
と
の
関
係
を
締
結
し
た
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
か
よ
う
な
関
係
に
基
づ
い
た
、
子
に
対
す
る
義
務
の
強
制

北法48(4・145)865
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は
恋
意
的
で
あ
る
と
原
告
は
主
張
し
た
。

し
か
し
裁
判
所
は
、
こ
の
主
張
も
斥
け
て
い
る
。
「
一
般
的
に
子
が
、

親
と
の
関
係
形
成
を
選
択
し
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
事
実
が
直
ち

に
、
区
分
を
愁
意
的
な
も
の
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
説
明
し
た
よ

う
に
、
親
と
二
定
の
関
係
に
あ
る
子
に
特
別
の
利
益
が
存
在
し
て
い
る
点

は
、
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
子
に
課
す
適
切
な
論
拠
と
な
る
。
要
す
る
に
、

民
法
典
二

O
六
条
ま
た
は
二
二

O
O条
お
よ
び
二
二

O
一
条
に
よ
っ

て
義
務
が
課
さ
れ
る
者
の
区
分
吃
は
、
何
ら
の
怒
意
性
も
見
受
け
ら
れ
な

(
臼
)

(
ロ
)
結
論

「
親
の
扶
養
に
拠
出
す
る
こ
と
を
成
年
子
に
請
求
す
る
、
老
齢
保
障
法

の
条
項
(
一
二
一

O
O条
お
よ
び
ご
二

O
一
条
)
は
、
貧
し
い
ま
た
は

困
窮
し
た
高
齢
者
に
対
す
る
公
的
扶
助
の
経
費
を
、
社
会
の
二
市
に
怒
意

的
に
課
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
区
分
の
合
理
的
根
拠
は
、
民
法

地つ一

O
六
条
に
見
出
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
二

O
六
条
自
体
は
、
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
法
的
伝
統
に
堅
実

に
仮
差
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
老
齢
保
障
法
に
よ
っ
て
責
任

あ
る
親
族
に
課
さ
れ
た
義
務
は
、
当
該
親
族
に
対
す
る
法
の
平
等
な
保
護

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
条
項
は
、
合
憲
の
審
査
を
通

(
伍
)
(
川
町

過
し
た
の
で
あ
り
、
実
施
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
」

北法48(4・146)866

3 

先
存
義
務
と
相
互
依
存

ω者
0
8事
件
に
お
け
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
の
判
断
に
つ
い

(
個
)

て
、
学
説
か
ら
は
批
判
の
声
が
高
い
。
そ
の
影
響
も
あ
り
、

ω
g
0
8判

決
に
お
い
て
合
憲
と
判
断
さ
れ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
家
族
責
任
法
は
、

そ
の
後
改
正
さ
れ
、
親
の
社
会
保
障
関
係
費
を
償
還
す
る
と
い
う
形
で
子

(
的
)

に
課
さ
れ
て
い
た
老
親
扶
養
義
務
は
削
除
さ
れ
た
。
そ
こ
で
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
に
お
い
て
は
、
法
改
正
と
い
う
形
で
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
肯

定
し
た

ω
g
c
s判
決
に
対
す
る
批
判
が
、
一
応
劉
酌
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
批
判
を
受
け
て
い
な
が
ら
も
、

ω当
0
8判
決

の
論
旨
は
、
一
九
九
四
年
に
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
最
高
裁
に
よ
っ
て
引
用
さ

れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
、
家
族
責
任
法
を
維
持
す
る
他
州
の
判
決
に
、

そ
の
後
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の

ω耳
0
8判
決

の
論
旨
は
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
学
説
の
有
力
な
根
拠
づ
け

と
も
な
っ
て
い
る
。
と
と
ろ
が
、
学
説
に
よ
る

ω当
0
8判
決
の
引
用
に

は、

ω
g
g
u判
決
の
正
確
な
理
解
の
上
に
な
さ
れ
て
い
る
か
は
疑
わ
し

い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
家
族
責
任
法
が
裁
判
上
合
憲
と
判
断
さ
れ
た
と
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い
う
点
の
み
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
子
に
老

親
扶
養
義
務
を
課
す
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
に
つ
い
て
、

ω唱
。
告
判
決

に
代
わ
る
理
論
的
検
討
を
行
っ
た
判
決
は
未
だ
下
さ
れ
て
い
な
い
。
と
う

し
て
、

ω者
0
8判
決
は
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ

て
未
だ
最
重
要
判
決
な
の
で
あ
り
、

ω当
C
S判
決
の
論
旨
に
対
す
る
評

価
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
社
会
保
障
と
家
族
の

扶
養
義
務
と
の
関
係
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ω
g
o
S判
決
の
論

旨
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
見
ら
れ
る
理
論
的
検
討
を
見
逃
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

ω君
。
印
匂
判
決
は
、
平
等
保
護
条
項
違
反
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
、

「
厳
格
な
審
査
基
準
」
の
適
用
を
要
す
る
「
根
源
的
利
益
」
ま
た
は
「
違

誌
の
疑
い
の
強
い
分
類
」
に
つ
い
て
家
族
責
任
法
が
定
め
て
い
る
と
主
張

す
る
原
告
の
訴
え
を
斥
け
た
。
そ
し
て
、
合
理
性
の
審
査
を
行
い
、
困
窮

し
た
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
子
が
以
前
か
ら
負
う
点
(
先
存
義
務
)
、
お

よ
び
子
が
未
成
年
期
に
親
か
ら
特
別
の
利
益
を
得
た
点
(
相
互
依
存
)
を

根
拠
に
、
公
費
削
減
宇
一
目
的
に
行
う
家
族
へ
の
求
償
に
は
合
理
性
が
あ
る

と
判
示
し
た
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

ω
H
5
8判
決
に
お
け
る
二
名
の
裁

判
官
の
反
対
意
見
お
よ
び
学
説
の
批
判
を
参
照
し
な
が
ら
、
最
高
裁
の
行
っ

た
平
等
保
護
審
査
に
つ
い
て
順
次
検
証
す
る
。

厳
格
な
審
査

ω当
0
8判
決
が
、
厳
格
な
審
査
を
要
求
し
た
原
告
の
主
張
を
斥
け
た

点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
判
断
を
妥
当
と
す
る
見
解
が
多
い
。
と
は
い
え
、

い
く
つ
か
疑
問
も
提
起
さ
れ
て
い
る
o

( 

) 

財
産
に
よ
る
差
別

i
l
違
憲
の
疑
い
の
強
い
分
類

lー

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
本
件
家
族
責
任
法
は
、
困
窮
し
た
親

の
成
年
子
全
員
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
裕
福
な
子
と
貧
し
い
子
と

を
財
産
に
よ
り
差
別
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
反
対
意
見
お
よ
び
い
く
つ
か
の
学
説
は
、
困
窮
親
の
子
は
た
い
て

い
貧
し
く
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
し
た
場
合
、
実
務
上
は
、
困
窮
者

の
家
族
を
差
別
す
る
結
果
を
生
む
と
主
張
し
た
。
成
年
子
が
自
ら
の
家
族

を
維
持
し
、
生
活
の
向
上
を
計
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
、
老
親
扶
養
義
務

を
課
し
た
場
合
の
負
担
は
加
重
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張

を
裏
付
け
る
実
質
的
な
証
拠
が
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
本
件
で
は
、
こ
の
点

に
つ
い
て
、
特
に
踏
み
込
ん
だ
判
断
は
下
さ
れ
て
い
な
い
。
す
る
と
、
親

の
困
窮
と
子
の
困
窮
と
の
聞
の
因
果
関
係
が
立
証
さ
れ
た
な
ら
ば
、
家
族

責
任
法
は
財
産
に
よ
る
差
別
を
行
う
も
の
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
可
能
性

は
残
る
こ
と
に
な
る
。

1 
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根
源
的
利
益

原
告
は
、
家
族
責
任
法
は
子
の
根
源
的
利
益
を
侵
害
す
る
た
め
に
、
厳

格
な
審
査
を
要
す
る
と
主
張
し
た
が
、
本
件
裁
判
所
は
、
こ
の
点
に
つ
い

て
は
簡
単
に
考
察
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
原
告
の
第
一
の
主
張
は
、
家
族

責
任
法
は
、
州
に
よ
る
子
の
家
計
調
査
を
要
件
と
し
て
い
る
点
で
、
子
の

。
フ
ラ
イ
ヴ
7

シ
!
と
い
う
根
源
的
利
益
を
侵
害
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
裁
判
所
は
こ
の
主
張
を
、
判
決
の
註
に
お
い
て
「
議
論
の
価
値
な
し
」

と
斥
け
た
が
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ

l
を
根
源
的
利
益
と
承
認
し
た
連
邦
最
高

(

η

)

(

ね
)

裁
の
判
決
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
問
題
と
な
り
か
ね
な
い
。

原
告
の
第
二
の
主
張
は
、
公
的
扶
助
の
受
給
は
根
源
的
権
利
で
あ
り
、

扶
助
の
支
給
を
左
右
す
る
家
族
責
任
法
は
、
老
齢
扶
助
受
給
者
の
根
源
的

利
益
を
侵
害
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
件
裁
判
所
は
、
公
的
扶
助

の
受
給
が
根
源
的
権
利
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
家
族
責
任
法
が
根
源
的
利
益
に
か
か
わ
る
と
す
る
主
張
は
、
家

政
武
任
法
を
争
う
新
た
な
訴
え
の
論
拠
と
な
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
確

か
に
、
街
祉
受
給
権
に
高
い
憲
法
上
の
保
護
を
与
え
た
判
決
も
あ
る
。
ま

た
、
福
祉
受
給
権
は
根
源
的
権
利
か
否
か
と
い
う
平
等
保
護
の
二
層
分
折

に
代
え
て
、
福
祉
受
給
権
の
合
憲
性
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の

要
素
を
特
に
衡
量
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
厳
格
な
司
法
審
査
を
採
用
す

べ
き
と
の
見
解
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
厳
格
な
審
査
と
は
異
な
る
が
、
単

2 

な
る
合
理
性
の
審
査
よ
り
も
慎
重
な
基
準
で
あ
る
、
厳
格
な
合
理
性
の
基

準
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
般
的
に
先
例

は
、
福
祉
受
給
権
を
根
源
的
権
利
と
は
み
な
し
て
お
ら
ず
、
福
祉
受
給
権

の
合
憲
性
審
査
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
厳
格
な
審
査
を
適
用
す
る
可
能
性

は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

北法48(4・148)868

合
理
性
審
査

(
1
)

先
例
と
の
関
係

一
九
六

0
年
代
ま
で
の
連
邦
最
高
裁
は
、
平
等
保
護
の
審
査
に
つ
い
て
、

厳
格
な
審
査
か
議
会
尊
重
的
な
合
理
性
の
審
査
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
と
い

う
二
層
分
析
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
)
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
厳
格

な
審
査
が
適
用
さ
れ
た
場
合
は
違
憲
と
判
断
さ
れ
、
合
理
性
の
審
査
が
適

用
さ
れ
た
場
合
は
合
憲
と
判
断
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
審
査
基

準
に
よ
っ
て
結
論
が
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
極
端
な

二
一
層
分
析
で
は
な
く
、
よ
り
柔
軟
な
分
析
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
中

間
的
審
査
も
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
中
間
的
審
査
で
は
、
違
憲
の
疑
い
の

強
い
分
類
、
な
い
し
は
根
源
的
利
益
で
は
な
く
と
も
重
大
な
利
益
が
問
題

と
な
っ
た
場
合
、
区
分
が
重
要
な
立
法
目
的
と
実
質
的
に
関
連
し
て
い
る

か
否
か
が
判
断
さ
れ
た
。
そ
し
て
州
最
高
裁
も
、
こ
う
し
た
、
よ
り
厳
格

(
作
)

な
合
理
性
審
査
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。



アメリカの高齢者ケアにおける社会保障と家族の役割(3・完)

ω唱。
8
判
決
の
先
例
で
あ
る
百
円
与
口
号
判
決
は
、
「
社
会
保
障
給
付

に
要
し
た
費
用
を
、
社
会
の
一
部
に
恋
意
的
に
課
し
て
は
な
ら
な
い
。
精

神
病
院
へ
の
収
容
の
目
的
は
、
被
収
容
者
か
ら
の
社
会
の
防
衛
、
な
ら
び

に
そ
の
者
自
身
の
保
護
お
よ
び
:
:
で
あ
る
。
」
と
理
由
付
け
、
被
収
容
者

を
扶
養
す
る
義
務
を
成
年
子
に
諜
す
家
族
責
任
法
は
、
平
等
保
護
条
項
を

侵
害
す
る
と
判
示
し
た
。
と
こ
で
提
示
さ
れ
た
審
査
基
準
は
、
伝
統
的
な

合
理
性
審
査
と
は
異
な
る
と
言
わ
れ
て
い
(
ゃ
な
ぜ
な
ら
ば
、

E
5
5
2

事
件
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
最
高
裁
は
、
家
族
と
い
う
関
係
が
、
家
族
責

任
法
を
支
持
す
る
合
理
的
な
根
拠
を
構
築
し
て
い
る
と
の
主
張
を
斥
け
、

精
神
病
院
へ
の
収
容
の
目
的
と
家
族
責
任
法
に
よ
る
区
分
の
関
連
性
を
実

質
的
に
判
断
し
、
家
族
責
任
法
に
よ
る
区
分
は
恋
意
的
な
た
め
に
違
憲
で

あ
る
と
判
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
裁
判
所
は
、
家
族
責
任
法
を
合

憲
と
判
断
す
る
場
合
の
合
理
的
な
根
拠
と
な
り
う
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
、

各
種
の
理
由
付
け
に
も
言
及
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
百
円
。

}
5
2判
決
は
、

伝
統
的
な
合
理
性
審
査
よ
り
も
厳
し
い
審
査
基
準
を
適
用
し
た
と
い
わ
れ

(
邸
)

て
い
る
。

同
町
口
町
ロ

R
判
決
に
続
く
そ
の
後
の
判
決
で
は
、
「
親
族
が
扶
助
受
給

者
を
扶
養
す
る
義
務
を
そ
も
そ
も
負
っ
て
い
た
場
合
」
、
家
族
責
任
法
は

怒
意
的
と
な
ら
ず
合
憲
で
あ
る
と
判
一
万
さ
れ
た
。
州
が
個
人
に
利
益
を
与

え
た
場
合
、
州
に
よ
る
求
償
は
正
当
化
さ
れ
る
。
す
る
と
、
社
会
保
障
制

度
が
親
族
の
先
存
義
務
を
肩
代
わ
り
し
た
場
合
、
親
族
に
対
す
る
求
償
と

家
族
責
任
法
に
よ
る
区
分
に
は
、
実
質
的
な
関
連
性
が
存
在
す
る
こ
と
に

な
る
。
先
存
義
務
の
存
在
は
、
家
族
責
任
法
を
合
憲
と
判
断
す
る
合
理
的

根
拠
と
な
り
う
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に

ω耳
0
8判
決
の
反
対
意
見
は
、

先
存
義
務
の
有
無
を
審
査
基
準
と
す
る
な
ら
ば
、
通
常
は
税
制
が
支
え
る

州
の
社
会
保
障
経
費
を
、
多
数
者
が
力
の
な
い
少
数
者
に
恋
意
的
に
転
課

す
る
こ
と
を
排
除
し
、
多
数
者
の
力
の
濫
用
を
防
ぎ
う
る
と
も
指
摘
し
て

い
る
。
こ
う
し
て
こ
の
審
査
基
準
は
、
伝
統
的
な
合
理
性
審
査
よ
り
も
、

厳
し
い
基
準
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

ω当
0
8判
決
以
前
の
裁
判
例
で
は
、
先
存
義
務
を
要

求
す
る
と
い
う
形
で
、
区
分
が
重
要
な
立
法
目
的
と
実
質
的
に
関
連
し
て

い
る
か
否
か
を
判
断
す
る
、
中
間
的
な
審
査
基
準
が
適
用
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
て

ω唱
0
8判
決
は
、
次
に
検
討
す
る
批
判
に
あ
る
よ
う
に
、
先

存
義
務
を
厳
格
に
判
断
せ
ず
、
結
局
は
緩
や
か
な
合
理
性
審
査
に
よ
る
判

断
に
後
戻
り
し
た
も
の
だ
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

ω耳
0
8判
決

は
、
先
例
を
覆
す
も
の
だ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ω当
0
8

判
決
の
論
旨
は
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
際
の
、
立
法
権
の
濫
用
を
制

(
剖
)

限
し
え
な
い
判
断
基
準
を
採
用
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
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先
存
義
務

ω当
0
8判
決
は
、
修
正
二

O
六
条
と
扶
養
義
務
の
歴
史
に
、
成
年
子

の
先
存
義
務
を
見
い
だ
し
、
家
族
責
任
法
に
よ
っ
て
福
祉
関
係
費
を
他
よ

2 

り
多
く
支
払
う
よ
う
強
制
さ
れ
る
者
と
し
て
、
成
年
子
を
区
分
し
た
こ
と

は
合
理
的
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

修
正
民
法
典
二

O
六
条

民
法
典
二

O
六
条
は
、
前
述
し
た
と
お
り
切
O
訟
判
決
を
受
け
て
修
正

さ
れ
、
要
扶
養
者
が
「
貧
し
い
者
」
か
ら
「
困
窮
す
る
者
」
に
変
更
さ
れ

た
。
そ
し
て

ω
4
5
8判
決
は
、
こ
の
修
正
が
社
会
福
祉
制
度
法
典
の
制

定
以
後
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
子
は
依
然
と
し
て
二

O
六
条
に

基
づ
く
先
存
義
務
を
負
う
た
め
、
社
会
福
祉
制
度
法
典
が
定
め
る
老
親
扶

養
義
務
の
賦
課
は
合
理
的
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
し
か
し
、
修
正
さ
れ
た

二
O
六
条
も
先
存
義
務
を
課
す
も
の
だ
と
認
定
す
る
こ
と
は
、
多
数
者
の

力
の
濫
用
を
容
認
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
学
説
お
よ
び
∞
者

0
8判

(
位
)

決
の
反
対
意
見
は
こ
の
判
断
を
強
く
批
判
し
て
い
る
。
修
正
に
よ
っ
て
賦

課
さ
れ
た
義
務
も
先
存
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
議
決
と
い
う
形
で
、
多
数

者
の
力
に
よ
っ
て
、
恋
意
的
に
社
会
保
障
関
係
費
を
一
部
の
者
に
転
課
し

う
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
先
存
義
務
の
存
在
を
要
求
す
る

平
等
保
護
の
審
査
基
準
の
目
的
が
、
こ
う
し
た
多
数
者
に
よ
る
力
の
濫
用

イ

を
防
ぐ
こ
と
に
あ
る
な
ら
ば
、
修
正
さ
れ
た
二

O
六
条
に
、
先
存
義
務
を

見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
「
困
窮
す
る
者
」
に

は
、
例
え
ば
所
持
す
る
不
動
産
を
換
価
で
き
ず
に
困
窮
し
て
い
る
者
も
含

ま
れ
る
の
で
あ
り
、
「
貧
し
い
者
」
と
「
困
窮
す
る
者
」
と
で
は
、
要
扶

養
者
の
範
囲
は
異
な
る
。
貧
し
い
者
だ
け
で
は
な
く
、
困
窮
す
る
者
を
扶

養
す
る
義
務
を
も
家
族
に
課
す
場
合
、
家
族
が
負
う
義
務
の
範
囲
は
変
化

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
修
正
さ
れ
た
民
法
典
二

O
六
条
を
、
先
存
す

る
義
務
を
課
す
も
の
と
捉
え
る
こ
と
に
は
問
題
が
残
る
で
あ
ろ
う
。

北法48(4・150)870

扶
養
義
務
の
歴
史
的
形
成

ω者
0
8判
決
が
述
べ
る
よ
う
に
、
民
法
典
二

O
六
条
が
、
ア
ン
グ
ロ
・

ア
メ
リ
カ
ン
の
法
的
伝
統
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
子

は
そ
も
そ
も
、
長
年
に
わ
た
っ
て
課
さ
れ
て
き
た
義
務
、
す
な
わ
ち
一
般

的
な
老
親
扶
養
義
務
を
負
う
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
第
一
章
に
お

い
て
検
証
し
た
よ
う
に
、
(
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
を
除
く
)
現
在
の
家
族
責
任

法
の
直
接
的
起
源
で
あ
る
一
六

O
一
年
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
以
来
、
家
族

の
扶
養
義
務
を
規
定
す
る
法
は
存
在
し
、
そ
の
時
々
の
社
会
状
況
に
応
じ

て
、
家
族
に
扶
養
義
務
が
課
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
義
務
は
、
困
窮

者
支
援
に
要
す
る
公
の
負
担
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
家
族
に
課

さ
れ
続
け
て
き
た
o

そ
こ
で
、
成
年
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
家
族
責

( 

ロ
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任
法
に
賛
成
す
る
学
説
も
、
こ
の
歴
史
的
過
程
を
重
視
し
、
家
族
が
歴
史

的
に
扶
養
義
務
を
負
っ
て
き
た
こ
と
を
、
自
説
を
裏
付
け
る
一
つ
の
論
拠

(
お
)

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
社
会
保
障
制
度
と
の
関
係
で
子
に
老
親
扶

養
義
務
が
課
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
に
扶
養
義
務
が
課
さ

れ
て
き
た
点
を
も
っ
て
、
家
族
責
任
法
が
先
存
す
る
扶
養
義
務
を
子
に
課

し
て
き
た
こ
と
と
い
え
る
の
か
疑
問
が
残
る
。
社
会
保
障
と
家
族
は
、
エ

リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法
が
施
行
さ
れ
た
二
ハ

O
一
年
以
来
、
大
き
く
変
化
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
公
に
よ
る
扶
助
と
い
っ
て
も
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
救
貧
法

上
の
扶
助
と
、
現
在
の
扶
助
と
で
は
、
そ
の
目
的
も
位
置
付
け
も
異
な
る

も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
扶
助
に
要
す
る
費
用
を
、
国
民
全
体
で
負
担
す

る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
一
部
に
賦
課
す
る
と
と
に
よ
っ
て
公
費
削
減
を

図
る
制
度
の
公
平
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
代
ご
と
に
、
改
め
て
検
一
証
す

(

山

田

)

る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
て
社
会
保
障
制
度
と
の
関
係
で
課
さ

れ
て
き
た
民
法
典
二

O
六
条
に
よ
る
扶
養
義
務
は
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
上
の

配
偶
者
間
の
扶
養
義
務
な
ど
と
は
異
な
り
、
社
会
福
祉
制
度
法
典
か
ら
独

(
邸
)

立
し
た
先
存
義
務
と
は
い
え
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
責

任
法
が
廃
止
さ
れ
ず
に
存
続
し
た
の
は
、
求
償
の
対
象
と
な
る
子
な
ど
が

政
治
的
な
圧
力
団
体
を
形
成
し
づ
ら
く
、
家
族
責
任
法
に
反
対
す
る
声
が

(
凶
即
)

結
集
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

相
互
依
存

ω当
0
8判
決
は
、
子
の
先
存
義
務
の
存
在
に
加
え
て
、
家
族
が
相
互

に
依
存
し
あ
う
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
公
費
削
減
と
い
う
立
法
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
子
に
特
別
の
負
担
を
課
す
家
族
責
任
法
の
合
理
性

を
認
定
し
た
。
ま
た

ω当
0
8判
決
を
踏
襲
し
た
一
九
九
四
年
の
〉

B
R
W
B印

判
決
も
、
親
子
の
相
互
依
存
関
係
を
理
由
に
、
家
族
責
任
法
に
合
理
性
を

見
い
出
し
て
い
る
。

学
説
に
も
、
親
子
の
相
互
依
存
関
係
を
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定

す
る
た
め
の
根
拠
と
し
て
捉
え
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
子
の
た

め
に
親
が
行
っ
た
過
去
の
行
為
に
つ
い
て
、
子
は
親
に
対
し
て
あ
る
種
の

負
債
を
負
う
と
想
定
し
、
未
成
年
期
に
な
さ
れ
た
扶
養
に
対
す
る
返
礼
と

し
て
、
子
は
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
う
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
扶
養

義
務
を
、
親
に
遺
棄
さ
れ
た
場
合
に
は
免
責
さ
れ
る
性
質
の
義
務
と
捉
え

た
場
合
、
こ
の
見
解
は
あ
る
程
度
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
章

(
国
)

で
検
証
し
た
よ
う
に
、
州
に
よ
っ
て
は
、
未
成
年
の
聞
に
親
か
ら
遺
棄
さ

れ
た
子
は
、
扶
養
義
務
の
免
除
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
免
責
の
主
張

は
、
扶
養
義
務
の
存
在
を
否
定
す
る
上
で
の
有
効
な
抗
弁
で
あ
っ
た
。
例

(
関
)

え
ば
第
二
章
で
検
討
し
た
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の

Hvo--oto
門
事
件
で
は
、

子
が
未
成
年
で
あ
っ
た
当
時
、
そ
の
扶
養
料
を
親
が
支
払
わ
ず
、
故
意
に

子
を
遺
棄
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
が
否
定
さ
れ
た
。

(
3
)
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と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
に
親
子
の
関
係
を
契
約
的
に
捉
え
、
子
の
育
成

は
親
に
対
す
る
負
債
の
上
に
成
り
立
つ
と
す
る
理
論
を
批
判
す
る
見
解
は

(
卯
)

多
い
。
第
一
に
、
扶
養
義
務
は
免
責
条
項
を
常
に
伴
っ
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
免
責
条
項
の
存
在
は
、
親
子
の
相
互
扶
養
義
務
を

肯
定
す
る
主
た
る
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
相
互
依
存
の
関
係
を
根
拠
に
子

の
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
、
親
か
ら
不
利
益
を
受
け
た
子
の

義
務
の
免
責
に
つ
い
て
規
定
す
る
条
項
は
不
可
欠
の
も
の
と
な
ろ
う
。
そ

し
て
も
し
子
は
親
に
対
し
て
負
債
を
負
っ
て
い
る
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
ど
の
程
度
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
個
々
の
状
況
を
判
断
す
る
適

格
な
基
準
お
よ
び
調
査
方
法
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

る
。
第
二
に
、
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
る
者
に
相
互
扶
養
義
務
を
課
し
う

る
の
は
、

ω宅
0
8事
件
の
原
告
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
そ
の
相
互
依
存

関
係
が
、
婚
姻
お
よ
び
殺
の
子
に
対
す
る
関
係
な
ど
の
よ
う
な
、
任
意
に

(
飽
)

生
じ
た
関
係
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
自
ら
が

負
う
義
務
を
知
っ
て
そ
の
関
係
に
入
っ
た
人
々
が
義
務
を
負
う
こ
と
に
は

合
理
性
が
あ
る
が
、
自
ら
の
意
思
に
か
か
わ
り
な
く
一
定
の
関
係
を
形
成

し
た
者
に
、
そ
の
関
係
を
理
由
と
し
て
当
然
に
義
務
を
課
す
べ
き
で
は
な

い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
第
一
一
一
に
、
子
に
対
す
る
親
の
扶
養
義
務
と
、
親

に
対
す
る
子
の
扶
養
義
務
は
、
一
見
相
対
的
で
あ
る
よ
う
で
、
実
際
は
相

当
性
質
の
異
な
る
義
務
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
子
の

扶
養
を
親
が
求
め
ら
れ
る
期
間
が
一
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
親
に
対
す

る
扶
養
を
子
が
求
め
ら
れ
る
期
間
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
長
寿

化
に
よ
り
、
高
齢
親
が
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
期
聞
は
延
長
し
、
子
の
負
担

は
ま
す
ま
す
増
え
つ
つ
あ
る
。
第
四
に
、
親
子
聞
に
黙
示
契
約
ま
た
は
準

契
約
の
要
素
を
見
い
だ
し
、
互
い
を
扶
養
す
る
親
子
聞
の
義
務
を
肯
定
す

る
見
解
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
親
と
子
は
、
互
い
を
扶
養
す

る
と
い
う
契
約
を
同
時
に
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
親
子
聞
に
、

黙
示
契
約
ま
た
は
準
契
約
の
存
在
を
類
推
し
え
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
契
約
の
一
方
当
事
者
が
世
に
存
在
す
る
に
至
る
ま
で
、
九
ヶ
月

も
の
時
間
差
が
存
在
す
る
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
者
は
成
年
に
達
す
る
ま

で
、
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

親
は
、
確
か
に
子
を
扶
養
し
て
い
る
。
し
か
し
、
以
上
の
見
解
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
当
然
に
子
が
親
を
扶
養
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
帰
結
に
は
い
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
家
族
責
任
法
を
合
憲

と
判
示
す
る
に
あ
た
っ
て
、
親
子
の
相
互
依
存
関
係
を
理
由
に
合
理
性
を

判
断
し
た

ω者
C
8判
決
は
、
緩
や
か
な
合
理
性
審
査
に
よ
る
判
断
に
後

(
日
目
)

戻
り
し
た
も
の
だ
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
老
親
扶
養
義
務
の
合
憲
性
を
判

断
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

ω君
。

8
判
決
と
比
べ
て
、
よ
り
厳
格
な
審
査

基
準
を
適
用
し
て
合
理
性
を
判
断
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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(潟)広報事橋治ゆ1星誕ト同111く様。

(お)Swoap， 10 Cal. 3d at 495 -500， 111 Cal. Rptr. at 

139 -43， 516 P. 2d at 843 -47. 

(常) I 区土担割(ll0K~ E;'蕊裕介眠時土組側糠総:Q'~榊.l.{，!:'<f?\

松田制総11糧;t;ta

(話)柑付!短記事制逝主京総干ミ続首長川!譲撚川渥“OldAge 

S巴curityLaw" 1 11 OOO~~ト。 Swoap字表\è'1iト~.. ヰ

~111100保持吋~111101 様!:1やムドさま'総 1 1 ~I時

j:14R Li 時的指1><会qli\\堅守ú~~ ム。ミド-14騒\è' ti' 嶋~1><E;'

t{ E;' *納長さま， :;l;;l<1~限禅譲~土包醤くE;'疑医科守るJ~同t去がの。

( ~) Americana Healthcare Center v. ~andall ， 513 N 

W.2d 566，571一73(1994). 

(自)~ト， 1正記・ j~車窓側m (ホt!C'J)，縦長・ j~~縄1><(;!;tl N)

会J4!0¥堕i.-JドムトQO
(お)Department of Mental Hygiene v. Kirchner， 60 

Ca1.2d 716， 36 Cal. ~ptr. 448，388 P.2d 720 (1964)， 

certiorari granted 379 U. S. 811， 85 S. Ct. 39， 13 L. 

Ed.2d 26 (1964)， remanded for further proceedings 

380 U.S.194， 85 S. Ct. 871， 13 L. Ed. 2d 753， and 

reiterated solely on state grounds 62 Cal. 2d 586， 43 

Cal. ~ptr. 329， 400 P.2d 321 (1965) 

(~) Department of Mental Hygiene v.Hawley， 59 Cal 

2d 247， 255-56，28 Cal.~ptr.718 ， 723-24 ， 379 P.2d 22， 

27-28 (1963). 

( gj) Kirchner， 60 Cal.2d at 720， 36 Cal. Rptr. at 490， 

388 P. 2d at 722. 

(
沢
・
円
)
認
印
刷
叫
Q
巡
M

明
付
設
耐
窓
側
ギ
山
町
会
災
以
k
n
L
ゃ
に
盆
惚

eh帆
己
ス
ト



研究ノート

表 I

A---旦 1 2 3 4 5 6以上

350以下 O 。 O 。 。 。
351- 375 20 。 O 。 。 O 

376 - 400 25 。 O 。 。 O 

401- 425 30 20 O 。 。 。
426 - 450 35 25 O 。 。 O 

451- 475 40 30 20 。 。 。
476 - 500 45 35 25 。 。 O 

501 - 525 50 40 30 20 。 O 

526 - 550 55 45 35 25 。 O 

551- 575 60 50 40 30 20 O 

576 - 600 65 55 45 35 25 O 

601- 624 70 60 50 40 30 20 

625- 650 75 65 55 45 35 25 

651- 675 80 70 60 50 40 30 

676ー 700 85 75 65 55 45 35 

701- 725 90 80 70 60 50 40 

726 - 750 95 85 75 65 55 45 

751- 775 100 90 80 70 60 50 

776 - 800 105 95 85 75 65 55 

801- 825 110 100 90 80 70 60 

826 - 850 115 105 95 85 75 65 

851- 875 120 110 100 90 80 70 

876 - 900 125 115 105 95 85 75 

901- 925 130 120 110 100 90 80 

926 - 950 135 125 115 105 95 85 

951- 975 140 130 120 110 100 90 

976 -1000 145 135 125 115 105 95 

1001-1025 150 140 130 120 110 100 

1026 -1050 155 145 135 125 115 105 

1051-1075 160 150 140 130 120 110 

1076 -1100 165 155 145 135 125 115 

1101-1125 170 160 150 140 130 120 

1126 -1150 175 165 155 145 135 125 

A: 収入月額
(単位:ドル)

B: 被扶養者数

社会福祉制度法典 12 101条、
親族の拠出基準(最高拠出額) (1 9 7 1年)

北法48(4・154)874



アメリカの高齢者ケアにおける社会保隙と家族の役割(3・完)

額
の
福
祉
関
係
費
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
者
を
合
理
的
に
区
分

す
る
十
分
な
根
拠
を
与
え
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
何
ら
見
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さ
な
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こ
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す
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、
要
扶
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状
態
に
あ
る
(
扶
助
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必
要
が
あ

る
)
と
い
う
こ
と
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あ
り
、
社
会
保
障
を
受
給
し
う
る
困
窮
状
態

に
あ
る
こ
と
を
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味
す
る
。
そ
こ
で
、
社
会
保
障
の
受
給
要
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は
さ
れ
て
い
な
い
、
貧
し
い
者
(
匂
O
O
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と
は
異
な
る
。
例
え
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家

な
ど
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資
産
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持
つ
者
で
も
、
当
座
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生
活
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困
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た
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に
社
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保
障
を
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あ
る
者
は
、
貧
し
い
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は
な
い
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困
窮
者
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あ
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。
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「
民
事
関
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参
照
。

(
詔
)
ロ
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(
必
)
原
告
は
、
次
の
三
一
点
か
ら
、
民
法
典
修
正
二

O
六
条
は
∞
ο日明

事
件
で
述
べ
ら
れ
た
「
先
存
す
る
扶
養
義
務
」
を
規
定
す
る
も
の

で
は
な
い
と
主
張
し
た
。

(
1
)
百
円
円
F
D
2
判
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で
は
、
民
法
典

二
O
六
条
は
、
先
存
ず
る
義
務
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創
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す
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。
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検
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す
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述
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制
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わ
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存
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な
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。
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O
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独
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由
ド
∞
(
也
記
・
叩
)
∞
噌
山
品
料

v. California， 332 U.S. 633，646， 68 S.Ct. 269，275， 

92 L.Ed.249 (1948). 

(~) Swoap， 10 Cal.3d at 505-06，111 Cal.Rptr.at 146 

47，516 P.2d at 850-51. 

(苫)穿返さま;J;tlP'uE;'4rr聞記会]健聴かの..9E;'-¥J..-lV ["1 

11 1 Ogj~棋士重， t¥-' E;'制E年ト世とば11社E剰縦杓4ヰ-i24:退社トト
さま'組制 1線対S 今<o~削れ)~ト(Ò-\J~民{)!;I..-lドム時。-\J 1裂でド

ム子。o Id. 10 Cal.3d at 506 n.15， 111 Cal. Rptr. at 

147 n.15， 516 P.2d at 851 n.15. 

(呂)Id. 10 Ca1.3d at 506-07， 111 Cal.Rptr. at 147-

48，516 P.2d at 851-52. 

(~) Id. 10 Ca1.3d at 507， 111 Cal.Rptr.at 148，516 P. 

2d at 852. 

(to) 14-主主Q蝋ja[緑色， kJ 心..-l-i2写字 l民E;'~!J' 女~E;'屯2~主:玉三

J ドムト(o[" 14-~議穿1ささま'羽i巡《陣':Q'"まj}!Wl梅線 11';ヰム

ド士主語~~堤副司会1 起こ':;'.fミ +!iヨム-\Jムゎ咲!Jやムド'。会j量i

F ドム~ム.+:i士)~包必 v' t\-'E;'吋心~-<制E;' t恒郎!Jや..>

ドug:jjJ!..-lドム!'(oO ..-l.fミ..-l kJ~ 必E;'~保陣営司rr~殴~必ト(Ò-i2~号 F

ム 4ミ~!'(ò詰E4ヨ捜隊E;'者~j倒il ..9'に古重量~~E;'\\わ!J鰍+!心.+:，~

fと 4ご当~必~ム。 J kJ E;'穿 l係者音余E;'適量号制..9~~ゾ 主張川料

華民川糧C'.l!J~:'ド~~言..-l-i2吋心主y 千司=コ「¥台弐 11~、三ミ e

f総争当紙記対11三官~Rれ)~'件当総会jお1継い子(ò~憾持!'i~<<.，cミ~

ム 'J 久PJ~ (' -i2。

限平岩喜~l凶対三唱(-\JE;'~l!:副総監i。

(巴)Ibid. 

(自)Id. 10 Cal. 3d at 502 -04， 111 Cal. Rptr. at 144-

45， 516 P.2d at 848-49. 

(包)tenBroek， California's Dual System of Family Law: 

刀 5印 igin，Develotmenl and Present Status， 16 STAN. 

L.REV. 257，283 (1964). 

(苫) 1長平 1.叶Q述同以や..>ドさま'総川4時総111混同(1 ) 
["[]J{跡~~対1J ~盤。

(自)Swoap， 10 Ca1.3d at 504， 111 Cal.Rptr. at 145， 

516 P.2d at 849; Duffy v. Yordi， 149 Cal. 140，142， 

84 P. 838 (1906); Gluckman v. Gaines， 266 Cal. App. 

2d 52， 54， 71 Cal. Rptr. 795，796 (1968). 

(~) Stats.1929， ch.530. 

(包)Stats.1929， ch.530， ~2(g). 

(沼)Stats .1937， ch. 405， ~ 2( f) • 

(色)Stats. 1937， ch. 405， ~ 5. 

( g) Swoap， 10 Cal. 3d at 504 -07， 111 Cal. Rptr. at 145-

48， 516 P.2d at 849-52. 

( (O) Id. 10 Cal. 3d at 505， 111 Cal. Rptr. at 146， 516 

P.2d at 850. 

(包)Hirabayashi v. United States， 320 U. S. 81，100， 

63 S.Ct. 1375，1385， 87 L.Ed.1774 (1943); Oyama 

ム

l
¥凶

hs



ヒ
∞
(
ド
凶

7
司
)
∞
司
副
柏
村

S'~起草』縫( 1 )ートヘ"'~-R以~1;; l{!~経緯拠昨;S-R='失j

J ドー」キ~-lく対1;(1や縄城田中唱。 1 a)l' ( 1・ば4引く社) 111平

111 <]ml:' 1正記・ 1EE塁側rn(il;l;lN) 1100]ml:' #~・ j~

取得制(1) (悦:::;) 1 同一 11く]ml:'栄区・ 1~轄程判(柑

日)11団長一11同l'1 11く川一 11 1(1(]ml:~度。胆記削:m

:\!l!!!以紋J ド~溢終必官誕榊桝混同列.>J趨+予(l[[j犬是主主lÇ'':'

ド竺， 1正記・ j~収納(íl;l;l""') 1(11-1(1(' <-1で 1~く

-1101 ]ml:'当時長・ 1EE思無料 (11) (il;l;lN)唱に 占J~

]ml:~盤。

(記)]efferson v . Hackney ，406 U .S.535(1972) ;Dandridge 

v. Williams， 397 U. S. 471 (1970).t察当ヨ・渥聡無料

(íl;l;l~) 11110-11111]ml:' 1正記・ j~~制rn (il;l;l""')同長

-1(0'与]干ミー<1]ml:'*ζ ・温暖程ヤ<(1 1) (il;l;l "'" ) 
平O一平占Y 干~11]ml:i!各区。

(仁)Fenning， supra note 68， at 87， 1正記・ jiii;聴制rn(il;l;l""')

長gj-1\\II I]]ml:'当時ζ ・ 1~取得桝( ¥ 1)( il;l;l ""') 1くや-1(

干ケギ<-~固阪総監。

(史)Kirchner， 60 Cal.2d at 720， 35 Cal. Rptr. at 490， 

388 P .2d at 722. 

(史)Fenning， supra note 68， at 92. 

(毘)Id. at 92 -93. 

(00) Swoap，10 Ca!.3d at 511-20，111 Ca!.Rptr.at 150-

57， 516 P. 2d at 854-61; Id. at 88; Notes， sutra note 

((2) Swoap事長以置が時朴結以やド包， ~ドーE霊長i絡むド

会v 後 F 去三制:lh-0開E号~.>J.....)ド士重'安~S'纏料、{o~堕{約一足~

.:. 0 Fenning， The Sutreme Court of Califi例仰 1973-

1974 Constitutional Laω，63 CALw.L. REV. 85(1975); 

Notes， Constitutional Laω-E加刀1Protection (Swoap v. 

Superior Court) ， 2 FORDHAM URBAN L.J. ，587(1974). 

( ffi )撚 111州総川温NI -R~ト告弐1\トミ Q瑚5副総監。

(記)Swoap， 10 Cal. 3d at 511 -26， 111 Cal. Rptr. at 150 

-61， 516 P.2d at 854-65. Swoap客様や笠， gj~従

事!I(4:選， ¥ 1 将来~~~mqon;~1裂で ν ム的。

(に)Id. 10 Cal. 3d at 523， 111 Cal. Rptr. at 159， 516 

P. 2d at 863; Fenning， sutra note 68， at 90; Tully， 

Family Res仰nsibilityLaws: An Unwise and Unconstitutional 

Jmtosition，5 FAM.L.Q.32，42 (1971) ;Rosenbaum，Are 

Family Res戸msibilityLaws Constitutional?，l FAM.L.Q. 

55，66 (1967). 

(巳)Zablocki v.Redhail，434 U.S.374(l978) ; Eisenstadt 

v. Baird， 405 U.S. 438 (1972). 

(ロ)Swoap， 10 Cal.3d at 507 n.16， 111 Cal.Rptr.at 148 

n. 16， 516 P. 2d at 852 n. 16; Fenning， sutra note 

68， at 90. 

(記)Fenning， sutra note 68， at 90 -91. 

(巳)Goldberg， 397 U. S. at 265;傑垣部制< I~柑側ぽ魁
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∞ド∞(∞ヨ・司)∞司川吉
π

01 Adult Children to Pay lor Their lndigent Parent' s 
Medical Needs， 22 FAM.L.Q.， 87，94(1988); Callahan， 

What Do Children Owe Elderly Parents.?， The Hasting 

Center Report 32， 32 -34 (1985); Daniels， Family 

Res仰 'lSibilitylnitiatives and Justice Belween Age Grotψ's， 

13 LAW，MED.& HEALTH CARE， No.4， 153，154 (1985); 

Levy & Gross， Constitutional lmtlications 01 Parenlal 
Suttort Laω'S， l3 RICH. L. REV. ， 517， 523 -25 (1979) . 

(尽)Byrd， sutra note 90， at 94; Daniels， sutra note 

90， at 154-55. 

( ~) Id. at 95; Callahan， sutra note 90， at 32 -34; Levy 

& Gross， sutra note 90， at 523 -25. 

( ~) Byrd， sutra note 90， at 99. 

(呂)Callahan， sutra note 90， at 34; Daniels， sutra note 

90， at 154; Levy & Gross， sutra note 90， at 527 -29. 

(自)Fenning， sutra note 68， at 99-101 ; Notes， sutra 

note 68， at 595 -97 

制罷士長1附1師憶守込l 脅しト(d~件稲 Q~~

Swo叩軍保竺'制君事者縦泌総長Jゅは車泣い縦揺版記必ω<¥a般l

路川糧

68， at 593. 

(お)Swoap， 10 Cal. 3d at 520 -21 ，111 Cal. Rptr. at 157， 

516 P. 2d at 861; Fenning， sutra note 68， at 95-99. 

( &l) Kline， A Ralio加 1Role lor Filial Restonsibilily Laws 
in Modern Sociely人 26FAM. L. Q. 195，210 (1992). 

(苫)Lopes， Filial Suρ戸7r1and Family Solidarily， 6 PAC 

L.].， 508， 513-14， 534 (1975ト

泌総4ヰム-t b~<\目鍵明 0 -jく!雲 ~i陶器争以Í''::'ド包'組長 1 ~時

総11騒N r~<\fW 器財閥J ~堕i。 羽毛E土ぷ古~0主出血Q 長副会三~'

t-¥='t-"(κ桜紙巡:ム「羽Jl，...Jム榊J-K<Jヰ~~1眠時土延 P 1Q('.;.2

e主JK...Jド'収益量2医盤逝':R'ム-t!:'¥jト陛v' r tEi~惑がの判」

制下J 守~.，9土民主主~>Q.1(]~U .，91'1宗 4ヰド~ t-QO 

(お)Swoap，10 Cal.3d at 520-22，111 Cal.Rptr.at 157-
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アメリカの高齢者ケアにおける社会保障と家族の役割(3・完)

と
判
断
し
、
そ
れ
に
あ
た
っ
て
、
子
に
老
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
課
す
理

論
的
根
拠
を
初
め
て
具
体
的
に
提
示
し
た
判
決
で
あ
っ
た
。
し
か
し

ω君
。

8
判
決
の
合
憲
性
判
断
は
、
い
く
つ
か
の
疑
問
点
を
残
し
て
お
り
、

ω君
。

8
判
決
に
よ
っ
て
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
理
論
的
根
拠
が

明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
。
い
っ
た
い
、
家
族
は
、
困

窮
し
た
他
の
家
族
構
成
員
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
の
か
。

と
り
わ
け
子
に
、
そ
の
高
齢
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
わ
せ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
か
。
序
章
に
お
い
て
問
題
を
提
起
し
た
よ
う
に
、
高
齢
者
ケ
ア
に
お

け
る
社
会
保
障
と
家
族
と
の
役
割
分
担
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
社

会
保
障
と
の
関
係
で
、
家
族
、
と
り
わ
け
子
が
負
う
扶
養
義
務
の
根
拠
お

よ
び
範
囲
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
ア
メ
リ
カ
で
は
、
裁
判
上

の
議
論
に
加
え
て
、
学
説
に
お
い
て
も
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
め
ぐ
る

議
論
が
あ
る
程
度
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

学
説
を
遡
る
と
、
古
く
は
、
子
は
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
う
と
考
え

ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
根

(

町

田

)

拠
を
、
自
然
的
正
義
お
よ
び
報
償
の
原
理
に
見
い
出
し
て
い
る
。
そ
し
て

近
年
に
お
い
て
も
、
親
と
子
の
関
係
的
利
益
、
相
互
依
存
関
係
、
歴
史
的

経
緯
な
ど
と
い
っ
た
、
主
と
し
て
原
理
的
な
観
点
に
加
え
、
家
族
関
係
へ

の
好
影
響
お
よ
び
公
費
削
減
の
必
要
性
と
い
っ
た
政
策
的
観
点
を
理
由
と

し
て
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
を
肯
定
す
る
見
解
が
あ
る
。
し

か
し
学
説
の
大
半
は
、
判
例
お
よ
び
肯
定
説
を
批
判
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
は
、
肯
定
説
が
根
拠
と
す
る
各
原
理
の
不
適
正
さ
を
指
摘

し
、
加
え
て
社
会
保
障
の
役
割
が
変
容
し
た
点
、
お
よ
び
家
族
関
係
へ
の

悪
影
響
、
貧
困
の
、
永
続
化
、
長
寿
化
の
影
響
、
行
政
効
率
の
悪
さ
と
い
っ

た
政
策
的
観
点
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
批
判

し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
肯
定
説
や
否
定
説
に
対
し
て
、
肯
定
説
を

批
判
し
つ
つ
も
、
親
は
一
方
的
な
扶
養
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え

る
否
定
説
も
極
端
で
あ
る
と
し
て
、
中
間
的
立
場
を
模
索
す
る
見
解
も
あ

る
。
こ
の
見
解
は
、
子
の
義
務
感
の
根
源
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
相

互
の
権
利
義
務
関
係
と
愛
情
と
の
中
間
に
あ
る
、
子
の
責
任
を
見
い
出
そ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
で
は
、

ω宅
0
8判
決
に
代
表
さ
れ
る
判
例
の
論
旨
に
加
え
、
判

例
を
擁
護
ま
た
は
批
判
す
る
学
説
の
議
論
が
提
起
し
た
、
家
族
扶
養
の
是

非
を
考
察
す
る
上
で
考
慮
す
べ
き
各
種
の
論
点
を
整
理
す
る
。
そ
こ
で
ま

ず
1
に
お
い
て
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
肯

定
説
が
挙
げ
る
原
理
的
説
明
を
中
心
に
考
察
す
る
。
次
に

2
に
お
い
て
、

否
定
説
の
理
由
付
け
と
な
っ
て
い
る
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
制
度

の
弊
害
を
中
心
に
検
討
す
る
。
否
定
説
が
学
説
の
多
数
を
占
め
る
た
め
に
、

子
に
老
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
課
す
法
の
問
題
点
を
多
数
提
起
す
る
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て

3
に
お
い
て
、
中
間
的
立
場
を
初
め
と
す
る
学
説
の
模

北法48(4・159)879 
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索
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
広
範
囲
の
家
族
に
互
い
を
扶
養

す
る
義
務
を
課
す
家
族
責
任
法
を
め
ぐ
る
賛
否
両
論
を
検
証
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
、
な
か
で
も
子
に
、
老
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
課
す
こ
と
の

是
非
を
考
察
す
る
。

1 

老
親
扶
養
義
務
の
根
拠
|
|
肯
定
説
と
そ
の
批
判
|
|

関
係
的
利
益

子
に
老
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
諜
す
こ
と
に
賛
成
す
る
見
解
の
な
か
で
、

最
も
古
く
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
見
解
が
、
親
子
と
い
う
関
係
そ
の
も
の

を
理
由
に
、
両
者
は
特
別
な
義
務
を
互
い
に
負
う
と
す
る
も
の
で
あ

d
r

す
な
わ
ち
、
親
子
と
い
う
関
係
が
契
約
を
前
提
と
せ
ず
に
自
然
に
存
在
す

る
特
別
な
関
係
で
あ
る
こ
と
自
体
か
ら
、
親
子
は
、
そ
の
関
係
を
根
拠
に
、

他
の
関
係
と
は
異
な
る
特
別
な
義
務
を
互
い
に
負
っ
て
い
る
と
考
え
る
わ

け
で
あ
る
。
親
子
聞
に
存
在
す
る
関
係
は
、
一
般
に
非
常
に
親
密
な
関
係

の
一
つ
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
愛
情
で
結
ば
れ
た
親

子
の
関
係
が
、
家
族
責
任
法
を
合
理
的
と
す
る
根
拠
を
与
え
る
と
主
張
さ

(

回

目

)

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
に
も
重
要
な
親
子
関
係
が
、
「
自
然
な
」

ま
た
は
「
歴
史
的
に
条
件
付
け
ら
れ
た
」
義
務
の
関
係
を
作
り
出
す
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

吋『
Hmw

列
。
]
白
E
C
D
白
]
H
D門
O
H
1
0印
門
印

こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
親
と
子
の
関
係
が
特
別
な
関
係
で
あ
り
、
こ

の
関
係
か
ら
子
が
利
益
を
受
け
る
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
親
子
の
関
係
的

利
益
か
ら
、
親
を
扶
養
す
る
子
の
義
務
を
直
接
的
に
導
き
出
せ
る
わ
け
で

は
必
ず
し
も
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
現
実
に
は
、
親
子
の
関
係
的
利

益
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
根
拠
づ
け
る
原
理
と
し

て
、
関
係
的
利
益
の
理
論
は
不
明
確
す
ぎ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
す
べ
て
の
子
は
「
自
然
に
」
親
を
愛
し
、
尊
敬
す
る
わ
け
で
は
な

(
削
)

いい

o

ま
た
、
も
し
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
根
拠
を
親
子
聞
の
愛
情
に

見
い
出
す
な
ら
ば
、
子
は
親
と
は
限
ら
ず
、
強
い
愛
情
を
抱
く
す
べ
て
の

者
に
対
し
て
、
扶
養
義
務
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
(
列
。
さ
ら
に
、
理
想
的
な
家
族
像
に
お
い
て
は
、
家
族
の
聞
に
、

道
徳
的
な
義
務
感
お
よ
び
愛
情
を
想
定
し
う
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
一

個
人
の
財
産
の
徴
収
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
肯
定
説

(
恒
三
川
)

は
批
判
さ
れ
て
し
る
d

北法48(4・160)880

(
二
)
相
互
依
存
関
係

親
が
子
を
養
育
し
て
き
た
こ
と
を
理
由
に
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
正
当

化
し
よ
う
と
す
る
、
相
互
依
存
の
理
論
が
、

ω当
0
8判
決
を
初
め
と
し

た
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
見
解
の
理
由
付
け
と
し
て
強
力
に
主
張
さ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
親
に
遺
棄
さ
れ
た
場
合
に
は
扶
養
義
務
を
免
れ
う



る
と
定
め
る
免
責
条
項
の
存
在
が
、
こ
の
見
解
の
有
力
な
根
拠
と
な
っ
て

いマ
O

。

アメリカの高齢者ケアにおける礼会保障と家族の役割(3・完j

ω当
0
8判
決
は
、
親
子
の
相
互
依
存
関
係
を
理
由
に
、
子
の
扶
養
義

(
削
)

務
を
認
定
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
、

ω耳
0
8判
決
と
の
関
連

で
具
体
的
に
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
家
族
の
扶
養
義
務
は
免
責
条
項
を
必

要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
点
、
相
互
扶
養
義
務
を
課
し
う
る
相
互
依
存
関

係
は
、
そ
れ
が
任
意
に
結
ば
れ
た
場
合
に
の
み
生
-
し
う
る
と
す
る
点
、
親

と
子
の
義
務
は
相
対
的
な
義
務
で
は
な
い
点
、
ま
た
は
親
子
聞
に
黙
示
契

約
も
し
く
は
準
契
約
を
類
推
し
え
な
い
点
な
ど
の
、
各
種
の
否
定
的
見
解

(
郎
)

を
本
稿
は
紹
介
し
担
。
こ
れ
ら
の
批
判
を
鑑
み
る
と
、
親
が
子
を
扶
養
し

た
こ
と
を
理
由
に
、
子
が
当
然
に
親
を
扶
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
帰
結
に
は
い
た
ら
ず
、
相
互
依
存
の
理
論
を
根
拠
に
家
族
に
扶
養
義
務

を
課
す
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

歴
史
的
経
緯

成
年
子
に
対
し
て
老
親
の
扶
養
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
賛
成
す
る
見
解

は、

ω当
0
8判
決
と
同
様
に
、
家
族
の
扶
養
義
務
が
歴
史
的
に
課
さ
れ

(
鴎
)

て
き
た
点
も
自
説
の
理
由
付
け
の
一
つ
と
し
て
い
写
。
肯
定
論
者
は
、
家

族
の
扶
養
義
務
が
、
長
い
歴
史
を
通
じ
て
、
困
窮
者
の
支
援
に
要
す
る
公

費
負
担
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
課
さ
れ
て
き
た
と
い
う
点
を
理

( 

ー
) 

由
に
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
正
当
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
家
族

が
困
窮
者
を
扶
養
す
る
第
一
義
的
義
務
を
負
い
、
公
の
支
援
は
補
足
的
な

も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
確
か
に
、
家
族
は
歴
史
的
に
扶
養
義
務

を
負
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
初
め
て
公
的
扶
助
が
支
給
さ
れ
た
時
代
に
家

族
に
課
さ
れ
た
扶
養
義
務
を
、
そ
の
ま
ま
、
現
代
に
お
い
て
も
課
す
こ
と

に
対
す
る
批
判
は
、

ω
3
8判
決
と
の
関
連
で
既
に
紹
介
し
(
旬
。
高
齢

者
を
ケ
ア
す
る
社
会
保
障
の
役
割
も
家
族
の
役
割
も
、
時
代
と
と
も
に
変

化
す
る
の
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
、
公
費
負
担
軽
減
の
目
的
が
、
家

族
に
扶
養
義
務
を
課
す
根
拠
と
な
り
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
再
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

2

老
親
扶
養
義
務
へ
の
疑
問
|
|
否
定
説
と
そ
の
批
判
|
|

(
ご
社
会
保
障
の
役
割

子
に
老
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
課
す
こ
と
を
疑
問
視
す
る
見
解
は
、
以

上
の
よ
う
に
、
肯
定
説
が
依
拠
す
る
諸
理
論
を
批
判
す
る
一
方
、
家
族
に

よ
る
扶
養
に
代
わ
っ
て
社
会
的
扶
養
を
行
う
、
社
会
保
障
制
度
の
役
割
を

重
視
す
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
保
障
制
度
は
、
政
府

を
仲
介
し
た
世
代
間
扶
養
を
行
う
制
度
で
あ
り
、
こ
れ
が
、
直
接
子
が
親

北法48(4・161)881
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を
金
銭
的
に
扶
養
す
る
制
度
よ
り
も
利
点
の
多
い
制
度
で
あ
る
こ
と
は
、

歴
史
的
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
親
子
関
係
も
、

社
会
保
障
制
度
を
通
じ
て
経
済
的
に
扶
養
し
あ
う
関
係
の
方
が
対
立
は
少

(ω) 

な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い

b
。

ま
た
、
社
会
保
障
の
受
給
単
位
は
、
個
々
人
の
公
平
な
社
会
保
障
受
給

を
保
障
す
る
た
め
に
、
全
般
的
に
家
族
か
ら
個
々
人
へ
と
移
行
す
る
傾
向

に
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
困
窮
者
を
扶
養
す
る
第
一
義
的
義
務
の
担
い

手
も
、
家
族
か
ら
国
家
へ
と
移
句
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
o

な
ぜ
な

ば
、
社
会
保
障
を
個
々
人
に
保
障
す
る
究
極
的
な
制
度
に
お
い
て
は
、
家

族
の
存
在
を
考
慮
に
入
れ
た
制
度
設
計
は
、
個
々
人
の
社
会
保
障
受
給
権

を
保
障
す
る
に
あ
た
っ
て
、
不
確
定
な
要
素
を
残
す
も
の
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。
実
際
、
家
族
の
扶
養
機
能
は
ま
す
ま
す
低
下
し
、
家
族
に
扶
養
義

務
を
課
す
こ
と
自
体
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
老
親
扶
養
義
務
の
内
(
加
)

容
は
、
社
会
保
障
の
役
割
の
変
容
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
引
。

政
策
的
観
点
か
ら
み
た
老
親
扶
養
義
務
の
弊
害

子
に
老
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
課
す
こ
と
を
否
定
的
に
捉
え
る
見
解
は
、

子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
制
度
の
弊
害
を
挙
げ
、
政
策
的
観
点
か
ら
み

て
、
こ
れ
は
合
理
的
な
制
度
で
は
な
い
と
論
究
し
て
い
る
。

家
族
関
係
へ
の
影
響

大
半
の
学
説
は
、
家
族
に
対
す
る
義
務
の
賦
課
は
、
無
理
な
負
担
を
家

族
に
押
し
付
け
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
と
し
て
、
家
族
関
係
へ
の
悪
影

響
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
理
由
に
、
家
族
責
任
法
を
否
定
的
に
評

(
川
)

価
す
る
学
説
は
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
家
族
責
任
法
は
家
族
の
紳
を
強

め
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
家
族
責
任
法
の
家
族
関
係
に
対
す
る
影
響
を

(
山
)

肯
定
的
に
捉
え
る
見
解
も
多
少
あ
る
o

高
齢
者
、
特
に
要
介
護
状
態
に
あ
る
者
は
、
そ
の
生
活
に
お
い
て
、
家

族
の
愛
情
を
切
に
必
要
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
家
族
に
よ
る
扶
養
を
強

制
し
た
場
合
、
高
齢
者
と
家
族
と
の
関
係
に
は
亀
裂
が
入
り
か
ね
な
い
。

そ
と
で
、
否
定
説
は
、
愛
情
の
維
持
が
特
に
重
要
な
時
期
に
、
そ
れ
を
弱

め
か
ね
な
い
法
と
、
高
齢
者
を
ケ
ア
す
る
社
会
保
障
制
度
と
が
結
び
付
い

(
直
)

て
い
る
点
は
問
題
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
か
。
加
え
て
、
扶
養
料
を
負
担

し
て
い
な
い
成
年
子
が
抱
き
う
る
、
訴
訟
が
提
起
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う

(
凶
)

脅
威
も
、
家
族
に
と
っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
懸
念
し
て
い
る
。

さ
ら
に
高
齢
者
は
、
子
ら
を
巻
き
込
み
た
く
な
い
と
望
む
傾
向
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
家
族
責
任
法
の
高
齢
者
に
対
す
る
悪
影
響
と
し
て
は
、
扶
助
を

必
要
と
す
る
者
が
申
請
を
控
え
る
、
「
抑
止
効
果
」
を
も
た
ら
し
か
ね
な

(
H
)
 

い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
老
親
扶
養
義
務
は
、
親
は
子
に
金
銭

を
与
え
る
も
の
だ
が
子
か
ら
は
受
け
取
ら
な
い
と
い
う
、
一
般
家
庭
の
家

北法48(4・162)882
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族
観
に
相
反
す
る
義
務
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
が
こ
う
し
た
家
族

観
が
、
家
族
の
精
神
的
な
負
担
を
増
大
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

昨
今
の
家
族
お
よ
び
社
会
構
造
の
変
化
は
、
こ
う
し
た
家
族
責
任
法
に

よ
る
家
族
関
係
へ
の
悪
影
響
を
さ
ら
に
増
大
す
る
要
因
と
し
て
働
い
て
い

る
。
家
族
に
よ
る
高
齢
者
ケ
ア
が
、
そ
も
そ
も
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
家
族
規
模
が
縮
小
し
、
世
帯
あ
た
り
の
子
の
数
は

二

O
世
紀
初
め
に
比
べ
約
半
数
程
度
に
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
子
一
人
あ

た
り
が
高
齢
者
を
ケ
ア
す
る
費
用
お
よ
び
人
的
負
担
は
橋
大
し
て
い
る
。

ま
た
女
性
の
社
会
進
出
の
促
進
は
、
高
齢
者
の
在
宅
ケ
ア
を
困
難
と
し
、

高
額
の
支
払
い
を
要
す
る
ナ

l
シ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
で
の
施
設
ケ
ア
を
増
加

さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
出
産
年
齢
の
上
昇
は
、
子
自
身
が
、
そ
の
子
(
高

齢
者
の
孫
)
を
養
育
す
る
期
間
、
お
よ
び
養
育
費
を
負
担
す
る
時
期
を
遅

ら
せ
て
い
る
。
そ
こ
で
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
子
に
課
す
な
ら
ば
、
親
の

扶
養
と
子
自
身
の
子
の
扶
養
と
い
う
一
一
重
の
負
担
を
、
同
時
期
に
子
に
課

す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
ま
た
家
族
構
成
員
の
他
地
域
へ
の
移
動
の
増

加
も
、
家
族
を
分
散
さ
せ
、
在
宅
ケ
ア
を
困
難
と
し
て
い
引
「
こ
う
し
た

情
況
か
ら
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
子
に
よ
る
ケ
ア
が
社

会
構
造
の
変
化
に
伴
い
困
難
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
、
逆
行
す
る
も
の
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
苧

貧
困
の
永
続
化

困
窮
し
た
綴
を
も
っ
子
は
、
子
自
身
が
成
年
に
達
し
た
後
も
、
困
窮
し

て
い
る
場
合
が
久
山
「
そ
こ
で
困
窮
し
た
親
の
子
は
、
親
の
扶
養
を
強
制

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
罪
悪
感
と
憤
り
の
双
方
を
感
じ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
困
窮
し
た
子
に
よ
る
ケ
ア
は
、
当
座
の
公

費
削
減
に
は
結
び
つ
く
と
し
て
も
、
そ
れ
以
上
に
弊
害
が
大
き
い
と
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
子
は
、
自
ら
が
拠
出
で
き
る
適
切
な
額
を
超
え

て
、
親
の
長
期
ケ
ア
費
お
よ
び
治
療
費
を
全
面
的
に
負
担
せ
ね
ば
と
の
義

務
感
を
抱
き
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
高
齢
親
の
扶
養
は
、
若
年
家
族
構
成
員

が
、
医
療
お
よ
び
教
育
な
ど
の
ニ

l
ズ
を
満
た
す
た
め
に
要
す
る
財
産
を

減
少
さ
せ
る
危
険
を
伴
う
。
そ
し
て
若
い
家
族
が
、
い
つ
の
日
か
自
ら
も

公
的
扶
助
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
増
加
し
た
場
合
、
親
の

長
期
ケ
ア
費
ま
た
は
治
療
費
を
子
に
担
わ
せ
た
帰
結
は
、
人
的
資
源
の
枯

渇
と
な
る
。
こ
の
貧
困
の
永
続
化
は
、
家
族
責
任
法
に
よ
る
公
費
節
減
の

「
人
的
コ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
許
容
範
囲
を
超
え
た
高
す
ぎ
る
対

価
で
あ
る
と
、
ソ
!
シ
ャ
ル
ワ

l
ク
の
専
門
家
が
考
え
て
い
る
も
の
で
あ

ザ
令
。 2 
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(
3
)

長
寿
化
の
影
響

一
八
世
紀
に
は
三
五
歳
で
あ
っ
た
平
均
寿
命
は
、

一
九
九

O
年
に
は
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(
四
)

七
四
・
九
歳
へ
と
伸
び
て
い
る
。
寿
命
が
伸
び
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
る
高
齢
化
が
、
家
族
に
よ
る
扶
養
を
公
が
求
め
る
動
機
と
な
る
と
同

時
に
、
子
の
扶
養
義
務
を
否
定
す
る
見
解
の
根
拠
と
も
な
っ
て
い

hvr
長

寿
化
は
、

ω当
0
8判
決
と
の
関
係
で
家
族
の
相
互
依
存
関
係
に
つ
い
て

検
討
し
た
際
に
も
触
れ
た
よ
う
問
、
、
高
齢
親
を
ケ
ア
す
る
期
間
の
延
長
、

お
よ
び
高
齢
親
を
ケ
ア
す
る
子
の
高
紛
化
に
よ
る
弊
害
を
生
じ
さ
せ
る
も

の
だ
か
ら
で
あ
る
。
高
齢
の
子
が
、
さ
ら
に
そ
の
高
齢
親
を
扶
養
す
る
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
第
二
章
で
挙
げ
た
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の

(
必
)

よ
う
に
、
扶
養
義
務
を
負
う
子
を
六
五
歳
未
満
の
者
に
限
定
し
、
高
齢
の

子
を
扶
養
義
務
者
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
工
夫
が
参
考
に
な
る
。

公
費
削
減
の
必
要
性

家
族
責
任
法
を
施
行
す
る
た
め
の
行
政
費
用
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
は
、

子
に
扶
養
料
を
求
償
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
は
、
公
費
削
減
を
目
的
と
し
て
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
政
策
の
無

意
味
さ
を
指
摘
す
る
見
解
の
強
力
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
扶
養
義
務
を

負
う
家
族
か
ら
扶
助
に
要
し
た
費
用
を
徴
収
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
行

政
費
用
は
、
公
的
扶
助
費
用
を
節
約
し
う
る
額
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
と
、

家
族
責
任
法
に
反
対
す
る
者
は
し
ば
し
ば
指
摘
し
て
い
喰
こ
れ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
族
に
よ
る
扶
養
義
務
の
確
保
が
規
則
的
に
行
え
ず
、
効
率
的

4 

で
な
い
か
ら
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
行
政
費
用
は
、
多
く
の
場

合
、
償
還
さ
れ
る
額
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
最
も
楽
観
的
な

見
積
り
で
も
、
行
政
費
用
は
償
還
さ
れ
た
金
額
の
一
一
%
か
ら
三
O
%
に

(
お
)

あ
た
る
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
忍
。
こ
の
た
め
、
家
族
に
求
償
す
る

と
と
に
よ
っ
て
節
約
し
う
る
公
費
は
、
肯
定
的
に
見
て
も
、
州
の
居
住
者

一
人
あ
た
り
年
間
五

0
セ
ン
ト
か
ら
一
ド
ル
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
と
計

(
お
)

算
さ
れ
て
い
忍
。
し
か
し
、
行
政
費
用
が
膨
大
で
あ
る
こ
と
は
、
子
の
老

親
扶
養
義
務
を
否
定
す
る
積
極
的
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
も
批
判
さ
れ

(
ぽ
)

て
い
忍
。

北法48(4・164)884

3

学
説
の
模
索

(
こ
中
間
的
立
場

以
上
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
説
と
否
定
す
る
説
に
つ
い
て
、

そ
の
根
拠
と
す
る
理
由
付
け
を
検
討
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の

説
と
は
ま
た
別
の
、
中
間
的
立
場
を
模
索
す
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解

は
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
説
に
対
し
て
否
定
説
が
述
べ
た
批

判
に
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
否
定
説
が
、
扶
養
義
務
を
親
か
ら
子
に
対
す

る
一
方
的
な
義
務
と
捉
え
、
子
は
親
に
対
し
て
何
ら
義
務
を
負
わ
な
い
と
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解
す
る
点
は
極
端
す
ぎ
る
と
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
子
は
誕
生
を
選
択

し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
否
定
説
に
は
疑
問
が
残
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら

に
こ
の
見
解
は
、
否
定
説
は
、
な
ぜ
多
く
の
子
が
、
「
親
に
対
す
る
何
ら

か
の
義
務
感
」
を
実
際
に
は
も
つ
の
か
と
い
う
点
を
説
明
し
え
て
い
な
い

(
四
)

と
、
問
題
を
提
起
し
て
い
か
。
そ
し
て
、
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
見

解
も
否
定
す
る
見
解
も
、
親
子
が
負
う
義
務
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
え
て

い
な
い
と
し
て
、
親
子
の
扶
養
義
務
の
性
質
を
新
た
に
模
索
し
て
い
る
。

子
の
扶
養
義
務
の
性
質
を
考
察
す
る
中
間
的
立
場
の
一
つ
は
、
親
に
対

す
る
成
年
子
の
義
務
は
、
「
友
情
か
ら
生
じ
る
義
務
」
と
同
様
の
性
質
を

(
m
m
)
 

も
っ
と
主
張
す
忍
。
そ
し
て
、
友
人
同
土
は
、
見
返
り
を
期
待
し
て
行
動

せ
ず
、
自
ら
の
利
益
と
は
無
関
係
に
、
与
え
う
る
も
の
を
与
え
、
必
要
な

も
の
を
受
け
取
る
も
の
で
あ
り
、
親
子
も
同
様
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
し

か
し
こ
の
見
解
は
、
友
人
関
係
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
親
子
も
存
在
す
る

と
は
い
え
、
そ
う
で
は
な
い
場
合
も
多
い
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
子
は
親
を
嫌
悪
し
て
い
た
と
し
て
も
、
親
に
対
す
る
義
務
感
を
も
つ

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
親
子
関
係
は
、
選
択
し
て
結
ぶ
こ
と
も
、
そ
の
関

係
か
ら
離
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
関
係
で
あ
り
、
友
人
関
係
と
は
異
な
る

(
叩
)

と
し
て
、
こ
の
見
解
は
批
判
さ
れ
て
い
る
。

次
の
見
解
は
、
子
が
親
に
対
し
て
も
つ
「
謝
意
」
を
、
子
が
負
う
義
務

の
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
が
)
。
そ
し
て
こ
の
点
か
ら
、
親
子
の
相
互
扶
養

義
務
が
、
対
価
的
な
義
務
の
履
行
を
必
要
と
す
る
、
契
約
に
よ
っ
て
生
じ

る
義
務
と
は
異
な
る
性
質
の
義
務
と
な
っ
て
い
る
と
説
明
し
て
い
る
。
こ

の
見
解
は
、
謝
意
と
は
、
親
が
子
に
対
す
る
義
務
を
履
行
し
た
結
果
か
ら

と
い
う
よ
り
も
、
親
が
そ
の
義
務
の
範
囲
、
ま
た
は
通
常
予
測
さ
れ
る
程

度
を
超
え
て
、
自
発
的
に
子
の
た
め
に
行
動
し
た
結
果
か
ら
生
じ
る
も
の

で
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、
自
ら
の
利
益
を
考
え
ず
、
相
手
の
幸
福
を
擁

護
ま
た
は
促
進
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
そ
の
者
を
助
け
恩
恵
を
与
え
た
人

に
対
し
て
の
み
、
返
礼
せ
ね
ば
と
の
義
務
感
を
伴
う
感
謝
の
気
持
ち
が
生

じ
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
札
。
そ
し
て
、
子
の
扶
養
義
務
は
、
契
約

的
な
相
互
依
存
関
係
か
ら
発
生
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
謝
意
か
ら

生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
見
解
に

よ
る
と
、
通
常
以
上
に
子
を
世
話
し
た
親
、
そ
し
て
子
か
ら
感
謝
さ
れ
た

親
の
み
が
、
子
に
よ
る
扶
養
を
受
け
る
権
利
を
も
つ
こ
と
に
な
り
問
題
が

あ
る
。こ
の
他
、
親
子
の
親
密
性
、
ま
た
は
子
以
外
に
頼
り
う
る
者
が
い
な
い

(
閣
)

と
い
う
親
の
従
属
性
が
、
子
の
義
務
感
を
事
く
と
い
う
見
解
も
あ
み
。
し

か
し
、
子
の
義
務
感
に
子
の
扶
養
義
務
の
根
拠
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
こ

れ
ら
の
見
解
は
、
い
ず
れ
も
、
子
の
法
的
義
務
に
つ
い
て
検
証
し
た
も
の

と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
子
に
金
銭
扶
養
を
義
務
づ
け
る
根
拠
と
な
り

う
る
理
論
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
親
子
聞
の
精
神
的
な
結
び
つ
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き
を
重
視
す
べ
き
と
す
る
こ
の
見
解
は
、
子
が
道
徳
的
な
扶
養
責
任
を
負

う
こ
と
を
根
拠
づ
け
う
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

老
親
扶
養
義
務
の
是
非

家
族
に
扶
養
義
務
を
課
そ
う
と
す
る
最
も
直
接
的
な
理
由
は
、
い
つ
の

時
代
に
お
い
て
も
、
公
費
削
減
で
あ
っ
た
。
裁
判
所
も
、
ア
メ
リ
カ
家
族

責
任
法
の
目
的
は
、
公
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
あ
る
と
判
断
し
て
き

へ
羽
)
ゎ
。
そ
こ
で
、
公
的
支
出
を
削
減
す
る
必
要
性
が
大
き
い
な
か
で
、
家
族

に
扶
養
能
力
お
よ
び
義
務
が
あ
り
な
が
ら
も
、
家
族
が
そ
の
義
務
を
履
行

(
お
)

し
な
い
こ
と
は
不
当
で
あ
る
と
、
肯
定
説
は
主
張
し
て
い
初
。

こ
れ
に
対
し
て
否
定
説
は
、
高
齢
者
お
よ
び
介
護
を
行
う
者
の
人
間
と

し
て
の
尊
厳
と
、
公
費
削
減
の
必
要
性
と
が
対
立
し
た
場
合
に
は
、
前
者

を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
家
族
関
係

へ
の
悪
影
響
、
貧
困
の
永
続
化
、
長
寿
化
の
影
響
な
ど
と
い
っ
た
現
実
的

問
題
も
、
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
特
に
扶
助
費
の

削
減
が
、
高
齢
者
が
扶
助
の
申
請
を
控
え
る
「
抑
止
効
果
」
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
か
ね
な
い
点
は
、
公
費
削
減
を
理
由
と
し
て
家
族
に
扶
養
義
務

を
課
す
政
策
に
対
す
る
批
判
を
高
め
て
い
る
。
た
し
か
に
、
高
齢
者
の
人

権
を
侵
害
す
る
制
度
設
計
な
ら
ば
問
題
と
な
ろ
う
。

家
族
、
と
り
わ
け
子
は
、
高
齢
者
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
う
べ
き
か
。

高
齢
者
ケ
ア
は
、
社
会
保
障
と
家
族
と
の
闘
で
、
ど
の
よ
う
に
役
割
を
分

担
し
て
ゆ
く
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
社
会
保
障
と
の
関
係
で
の
家
族
の

役
割
、
家
族
の
扶
養
義
務
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
学
説
の
多
く
は
、
本
稿

で
考
察
し
た
様
々
な
理
由
か
ら
、
子
に
老
親
扶
養
の
義
務
を
課
す
こ
と
に

(
鴎
)

対
し
て
否
定
的
で
あ
る
。
一
方
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、
肯
定
的
な
見
解

(印

y

も
あ
っ
た
。
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家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
を
也
同
定
す
る
見
解
に
は
、
公
費
削
減
の

必
要
性
お
よ
び
家
族
の
担
う
道
徳
的
責
任
な
ど
を
根
拠
と
し
て
、
家
族
責

任
法
を
全
面
的
に
支
持
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
論
者
は
、
家
族
責
任
法

が
円
滑
に
施
行
さ
れ
る
な
ら
ば
、
社
会
保
障
が
行
き
届
か
な
い
た
め
に
現

(
閣
)

実
に
困
窮
し
て
い
る
者
を
救
済
し
う
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
例

〔
却
)

え
ば
行
政
効
率
を
上
げ
、
刑
事
罰
を
廃

hし
、
ま
た
は
扶
養
義
務
の
相
互

関
係
を
明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
度
の
負
担
が
家
族
に
課
さ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
の
、
一
定
の
修
正
を
家
族
責
任
法
に
加
え
さ
え
す
れ

ば
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
は
望
ま
し
い
と
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
子
は
困
窮
し
た
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
う
べ
き
で

は
な
い
と
考
え
る
否
定
説
は
、
配
偶
者
問
、
お
よ
び
未
成
年
子
に
対
す
る

親
の
扶
養
義
務
を
除
い
て
、
家
族
聞
に
相
互
扶
養
義
務
は
存
在
し
な
い
と

す
る
、
コ
モ
ン
・
ロ
!
の
立
場
に
理
解
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
家
族
責

任
法
の
廃
止
を
明
確
に
唱
え
る
(
如
、
現
在
の
状
況
下
で
は
、
家
族
に
対
す
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る
公
的
支
出
の
求
償
に
よ
っ
て
は
、
高
齢
者
ケ
ア
の
負
担
増
を
め
ぐ
る
諸

問
題
は
解
決
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
(
加
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
家
族

に
求
償
す
る
政
策
を
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
家
族
を
支
援
す
る
、
他
の
多
く

の
政
策
が
展
開
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

実
務
で
は
、
家
族
の
扶
養
義
務
を
追
及
す
る
手
続
を
担
当
す
る
ソ

l
シ
ャ

ル
ワ

l
カ
l
が
、
家
族
責
任
法
の
運
用
は
家
庭
生
活
を
崩
壊
さ
せ
、
高
齢

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
「
頭
が
痛
い
」
も
の
だ
と

訴
え
て
い
(
ザ
そ
し
て
、
事
案
を
委
ね
ら
れ
る
検
察
官
も
、
特
に
選
挙
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
は
、
そ
れ
ら
の
事
案
を
、
裁
判
官
お
よ
び
一
般
市
民

双
方
に
不
評
な
上
に
、
時
間
も
浪
費
す
る
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、

事
案
を
訴
追
し
な
い
道
を
選
択
す
る
場
合
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
か
。

高
齢
者
ケ
ア
の
現
状
を
紹
介
し
た
第
三
章
の
検
討
か
ら
は
、
高
齢
者
ケ

ア
の
費
用
負
担
は
本
人
お
よ
び
社
会
が
担
い
、
精
神
的
な
扶
養
を
家
族
間

で
担
う
と
い
う
理
想
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
家
族
問
、
な
か
で
も

親
子
聞
の
扶
養
は
、
そ
の
家
族
が
お
か
れ
て
い
る
環
境
お
よ
び
家
族
関
係

(
崎
)

が
良
好
で
あ
れ
ば
、
任
意
に
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
o

家
族
の
扶
養
義
務

が
争
い
と
な
る
事
案
は
、
家
族
の
何
ら
か
の
事
情
、
ま
た
は
家
族
関
係
に

問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
任
意
の
扶
養
が
な
さ
れ
え
な
い
場
合

で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
法
に
よ
る
家
族
へ
の
扶
養
の
強
制
は
、
何
ら

か
の
無
理
を
当
該
家
族
に
課
し
か
ね
な
い
。
そ
も
そ
も
、
法
に
よ
っ
て
扶

養
義
務
を
課
さ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
さ
え
も
、
実
際
上
は
、
個
々
人
の
道

徳
心
ま
た
は
家
族
聞
の
圧
力
が
、
特
定
の
家
族
に
扶
養
を
強
要
し
か
ね
な

い
も
の
で
あ
忍
「
そ
こ
で
社
会
保
障
と
家
族
と
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
と

し
て
は
、
任
意
の
、
特
に
精
神
的
扶
養
を
家
族
に
は
期
待
し
、
経
済
的
な

支
援
は
社
会
が
行
う
と
い
う
方
向
が
提
示
さ
れ
て
い
(
伊
「
否
定
説
の
考
え

を
基
本
と
し
た
上
で
、
中
間
的
立
場
の
見
解
を
取
り
入
れ
て
ゆ
く
わ
け
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
子
は
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
わ
ず
、
困
窮
し
た
高

齢
者
は
社
会
保
障
に
よ
っ
て
支
払
え
る
と
考
え
、
家
族
に
よ
る
扶
養
が
実
際

に
提
供
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
ま
で
、
当
該
家
族
に
扶
養
義
務
を
強
制
的

に
課
さ
な
い
と
と
と
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
子
を
含
む
家
族
に
は
、
社

会
保
障
を
任
意
に
補
足
す
る
と
い
っ
た
形
で
、
高
齢
者
ケ
ア
の
水
準
を
上

げ
る
方
向
で
寄
与
し
て
ゆ
く
と
い
う
役
割
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ

ら
に
、
社
会
保
障
制
度
は
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家

族
に
よ
る
任
意
の
扶
養
を
支
援
、
促
進
し
て
ゆ
く
方
向
で
も
整
備
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
主
張
さ
れ
て
い
ザ
否
定
説
が
述
べ
る
老
親
扶
養
義

務
の
弊
害
な
ど
、
以
上
の
検
討
を
鑑
み
る
と
、
筆
者
も
、
こ
の
考
え
方
に

傾
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
何
故
、
さ
ら
に
は
ど
の
程
度
ま
で
、

高
齢
者
ケ
ア
の
費
用
負
担
を
社
会
保
障
に
よ
っ
て
担
う
の
か
と
い
う
点
を

明
ら
か
に
し
な
い
限
り
、
こ
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
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第
四
章
第
三
節
註

(
部
)
一
八
世
紀
半
ば
に
書
か
れ
た
、
巴

R
E
gロ
σ
の
著
名
な
コ
ン
メ

ン
タ

l
ル
は
、
「
子
の
親
に
対
す
る
扶
養
義
務
は
、
自
然
的
正
義

お
よ
び
報
償
(
円
四
円
ユ
σ
E
5ロ
)
の
原
理
か
ら
生
じ
て
い
る
。
我
々

は
、
自
ら
に
生
を
与
え
た
者
に
対
し
て
、
未
成
年
期
は
自
然
と
そ

の
者
に
従
属
お
よ
び
服
従
し
、
そ
の
後
は
敬
意
を
持
ち
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
我
々
を
幼
年
期
に
保
護
し
た
者
は
、
我
々
か
ら
扶
養

さ
れ
る
権
利
を
も
っ
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
宅
-
∞

F
R
5
3
z
p

H
の
0
5問
書
見
開
印
O
Z
寸

E
E
5
0
3
2
0
E
5
5
(
H
a印)・

以
下
、
吉
田
邦
彦
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
老
人
医
療
(
長
期
ケ

ア
)
と
家
族
責
任
(
老
親
扶
養
こ
石
川
恒
夫
U
吉
田
克
己
リ
江

口
隆
裕
(
編
)
『
高
齢
者
介
護
と
家
族
民
法
と
社
会
保
障
法
の

接
点
|
』
(
信
山
社
、
一
九
九
七
年
)
三
八
二
丁
三
八
五
頁
参
照
。

(
m
m
)

ロ白
E
m
u
-
s
h
q
R
ロ
0
5
8
・印門

HE-

(
伺

)
F
O
〈
M
N
F
の
g
m
T
S
Hさ
ロ
C
5
8
・
白
門
印
N。

(
叩

)
E
・
巳
印
N
め

N
吋・

(
肌
)
の
島
田
町
田

P
認
可
ぬ
口
。
Z
U
0
・
印
門
出

I
E
・

(肌

)
E
・
己
主
一
「
O
〈
可
や
の
円
og-MRHqb
ロ
osmwow
巳
印
N吋

(問
)
F
O
〈
可
や

O
B
g
-
認
可
Q
D
C
Z
8
・
血
門
印
N印・

(m)
親
の
財
産
を
承
継
す
る
権
利
を
子
に
与
え
る
相
続
制
度
の
存
在

は
、
親
子
間
の
関
係
的
利
益
を
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
根

拠
と
し
て
位
置
づ
け
る
可
能
性
を
も
っ
。
相
続
と
い
う
制
度
は
、

親
子
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
み
か
ら
、
他
者
は
享
受
で
き
な
い
利

益
を
互
い
に
対
し
て
与
え
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
は
た
し
て
な

ぜ
、
あ
る
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
者
と
一
定
関
係
に
あ
る
者

に
、
そ
の
遺
産
を
相
続
す
る
権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
点
の
考
察
は
、
親
子
の
相
互
扶
養
義
務
の
性
格
を
多

少
な
り
と
も
明
ら
か
に
す
る
可
能
性
を
も
っ
。
石
川
H

吉
田
川
江

口
・
前
掲
書
(
註
部
)
参
照
。
特
に
、
高
齢
者
ケ
ア
と
の
関
係
で

は
、
実
際
に
ケ
ア
を
行
う
こ
と
の
多
い
「
嫁
」
の
寄
与
分
に
つ
い

て
、
日
本
で
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
同
書
、
な
か
で
も
吉
田
克

己
「
高
齢
者
介
護
と
相
続
法
理
|
寄
与
分
制
度
を
中
心
と
し

て
|
」
一

O
九
頁
以
下
参
照
。

(
胤

)ω
当

0
8
・
回
。
。
巳
・
包

S
0
・印
8
・
H
H
H
P
}
-
H
N
U
F
H
8
・

E
?
巴
∞

HU-N仏

E
0
・
∞
臼
一

U
S
Eデ
包
hh『
ぬ
ロ
o
g
g
噂同門

E
A
・
本
章
第
二
節
3
(
一一
)
(
3
)
「
相
互
依
存
」
参
照
。

(
問
)
本
章
第
二
節

3
(
二
)
(
3
)

「
相
互
依
存
」
参
照
。
∞
ヨ
チ

川
町

N
h
k
H

可む口。円四
@
0
・
白
円
。
ι
・

(
別
)
阿
内
】

5
p
同
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
高
齢
者
ケ
ア
の
費
用
負
担
を
め
ぐ
る

社
会
保
障
と
家
族
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
困
窮
し
た
高
齢
者
に
州
が

支
給
し
た
扶
助
費
用
を
当
該
高
齢
者
の
家
族
構
成
員
に
求
償
し
う
る
こ
と

な
ど
を
定
め
た
、
家
族
責
任
法
を
素
材
に
考
察
し
て
き
た
。

第
一
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
コ
モ
ン
・
ロ

l
に
お
い
て
は
、
配
偶
者

間
の
扶
養
義
務
お
よ
び
親
の
未
成
年
子
に
対
す
る
扶
養
義
務
し
か
規
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
各
州
で
一
七
世
紀
末
か
ら
定
め
ら

れ
て
い
っ
た
家
族
責
任
法
が
、
扶
養
義
務
を
負
う
家
族
の
範
囲
を
広
げ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
家
族
責
任
法
は
、
現
在
も
、
二
九
州
に
お
い
て
広

範
囲
の
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
運
用
は
、
そ
の

時
々
の
社
会
経
済
的
な
要
因
、
と
り
わ
け
社
会
保
障
政
策
に
左
右
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
た
め
家
族
責
任
法
は
、
時
に
は
活
用
が
促
さ
れ
、
時
に
は
死

文
化
し
て
い
た
。
他
方
二

O
世
紀
に
入
る
と
、
家
族
責
任
法
を
非
難
す
る

戸
が
高
ま
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
家
族
責
任
法
の
存
在
意
義
が
問
わ
れ
る
よ

う
に
も
な
っ
た
。
家
族
責
任
法
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
が
、
拡
充
し
た
社

会
保
障
制
度
を
背
景
に
、
一
九
六

0
年
代
以
降
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
点
に

つ
い
て
は
、
第
三
章
お
よ
び
第
四
章
に
お
い
て
検
討
し
た
。
こ
う
し
た
家

族
責
任
法
の
存
在
意
義
を
問
う
議
論
は
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド
の
給
付
費
用
を

家
族
に
求
償
す
る
こ
と
を
許
容
し
た
、
連
邦
保
健
福
祉
省
の
一
九
八
三
一
年

通
達
、
お
よ
び
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
争
っ
た
裁
判
を
機
に
、
い
っ
そ

う
活
発
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
法
務
総
裁
が
通
達
と
対
立
す
る
意
見
を
述
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ベ
、
学
説
の
多
く
も
こ
の
通
達
お
よ
び
家
族
責
任
法
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
多
く
の
場
合
、
広
範
囲
の
家
族
に
扶
養
義
務

を
課
す
家
族
責
任
法
を
合
憲
と
判
断
し
た
。
社
会
保
障
と
家
族
の
扶
養
義

務
と
の
役
割
分
担
を
め
ぐ
る
議
論
が
紛
糾
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
例
え

ば
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
よ
う
に
、
州
最
高
裁
が
家
族
責
任
法
を
合
憲
と

判
断
し
た
後
に
、
議
会
が
家
族
責
任
法
を
廃
止
し
、
法
改
正
と
い
う
形
で
、

子
の
親
に
対
す
る
扶
養
義
務
を
否
定
す
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
州
も
あ
っ

た
。
社
会
保
障
関
係
費
が
大
幅
に
上
昇
し
、
家
族
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る

一
方
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
こ
と
に
よ
る
弊
害
も
顕
著
と
な
っ
て
お

り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
高
齢
者
ケ
ア
の
役
割
分
担
に
関
す
る
議
論
は
現

在
も
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
本
稿
の
検
討
か
ら
、
家
族
責
任
法
は
、
社
会
保
障
制
度
と
の

関
係
で
、
広
範
囲
の
家
族
に
他
の
家
族
構
成
員
を
扶
養
す
る
義
務
を
課
し

て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
し
て
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
す
理

由
の
中
核
は
、
常
に
、
社
会
保
障
関
係
費
の
削
減
に
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

の
多
く
の
州
で
は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
分
担
を
求
め
る
こ
と
を
主
目
的

と
し
て
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
お

い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
扶
養
観
念
と
、
社
会
保
障
法
か
ら
独
立
し
た

一
般
的
な
相
互
扶
養
義
務
を
、
子
を
含
む
家
族
に
課
し
て
き
た
大
陸
法
系

の
国
々
、
お
よ
び
高
齢
者
ケ
ア
は
社
会
が
担
う
も
の
と
し
て
、
子
の
老
親

に
対
す
る
扶
養
義
務
を
否
定
し
た
英
国
な
ど
に
お
け
る
扶
養
観
念
と
は
、

一
定
の
区
別
を
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一

般
的
に
、
高
齢
者
ケ
ア
に
お
い
て
、
社
会
保
障
と
と
も
に
家
族
も
一
定
の

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
加
え
て
、
家
族
の
扶
養

義
務
は
、
社
会
保
障
と
の
関
係
で
問
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
社
会
的
扶

養
の
対
抗
原
理
と
し
て
、
私
的
扶
養
原
理
が
独
立
し
て
発
展
し
て
き
た
わ

け
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
だ
か
ら
こ
そ
、
社
会
保
障

北法48(4・172)892

関
係
費
の
一
端
を
担
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
子
に
老
親
扶
養
義
務
を

課
す
法
の
正
当
性
が
、
正
面
か
ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
間
わ
れ
続
け
、
裁

判
上
お
よ
び
学
説
上
、
様
々
な
議
論
が
構
築
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
子

に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す
家
族
責
任
法
は
、
子
に
特
別
の
負
担
を
課
す
も

の
で
あ
り
、
子
の
法
の
下
の
平
等
を
侵
害
す
る
の
で
は
な
い
か
と
、
裁
判

上
争
わ
れ
て
き
た
の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
模
索
さ
れ
続
け
て
き
た
、
「
社
会

保
障
関
係
費
を
削
減
す
る
た
め
の
政
策
と
し
て
、
家
族
に
扶
養
義
務
を
課

す
と
い
う
選
択
肢
が
妥
当
な
も
の
と
い
え
る
か
」
と
い
う
課
題
が
、
昨
今

で
は
、
先
進
諸
国
に
共
通
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
増
大
す
る
社
会
保
障

関
係
費
の
削
減
は
各
国
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
理
由
に
家
族
の
扶

養
義
務
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
も
各
国
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
社
会
保
障

と
の
関
係
で
の
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
聞
い
続
け
て
き
た
ア
メ
リ
カ
の
議
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論
は
、
家
族
責
任
法
の
合
憲
性
を
め
ぐ
る
判
例
法
理
、
お
よ
び
老
親
扶
養

義
務
の
是
非
を
争
う
学
説
と
も
ど
も
、
他
の
国
に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
家
族
責
任
法
の
適
用
を
め
ぐ
っ
て

は
、
第
二
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
扶
養
義
務
者
の
範
囲
や
扶
養
の
方
法

と
い
っ
た
各
種
の
問
題
が
争
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
家
族
に
高
齢
者
ケ

ア
の
費
用
負
担
を
課
す
上
で
の
具
体
的
な
問
題
も
、
各
国
に
共
通
の
課
題

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
扶
養
義
務
の
免
責
な
ど
に
つ
い
て
も
定
め
る
、
家
族

責
任
法
に
見
ら
れ
る
詳
細
な
規
定
、
発
達
し
た
求
償
手
続
に
お
け
る
工
夫
、

お
よ
び
家
族
責
任
法
の
適
用
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
裁
判
上
の
議
論
な
ど

も
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
で
は
、
子
に
老
親
扶
養
義
務
を
課
す

法
の
是
非
を
、
第
四
章
に
お
い
て
詳
細
に
考
察
し
た
。
家
族
、
と
り
わ
け

子
は
、
高
齢
親
を
扶
養
す
る
義
務
を
負
う
べ
き
か
。
判
例
と
い
く
つ
か
の

学
説
は
、
子
の
老
親
扶
養
義
務
を
肯
定
す
る
も
の
の
、
大
半
の
学
説
は
、

子
の
老
親
扶
養
義
務
に
否
定
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
間
的
立
場
を
探
究

す
る
見
解
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
老
親
扶
養
義
務
の
根
拠
ま
た

は
そ
の
弊
害
を
、
原
理
的
観
点
お
よ
び
政
策
的
観
点
か
ら
考
察
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
扶
養
の
性
質
を
詳
細
に
検
証
し
、
精
神
的
扶
養
、

経
済
的
扶
養
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
人
的
扶
養
を
区
別
し
て
検
討
す

る
手
法
は
、
社
会
保
障
と
家
族
と
の
役
割
分
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
方
向
性
を
探
求
す
る
に
あ
た
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
。

長
い
間
、
家
族
は
、
高
齢
者
ケ
ア
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
。
そ
し
て
今
後
も
、
家
族
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
り

続
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
高
齢
者
ケ
ア
の
負
担
を

家
族
に
諜
す
制
度
を
正
当
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
高
齢
者
を

扶
養
す
る
す
べ
て
の
義
務
、
精
神
的
、
経
済
的
、
そ
し
て
人
的
扶
養
義
務

を
、
法
に
よ
っ
て
家
族
に
課
し
た
場
合
、
何
ら
か
の
無
理
を
当
該
家
族
に

強
い
る
こ
と
に
な
り
、
家
族
に
よ
る
任
意
の
扶
養
を
も
困
難
と
し
か
ね
な

い
。
本
稿
、
主
に
第
四
章
の
考
察
で
は
、
家
族
、
と
り
わ
け
子
に
、
高
齢

者
ケ
ア
に
要
す
る
費
用
を
担
う
義
務
を
課
し
た
場
合
の
、
こ
う
し
た
弊
害

を
検
証
し
た
。
そ
し
て
、
高
齢
者
を
金
銭
的
に
扶
養
す
る
義
務
を
家
族
に

課
す
政
策
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
お
よ
び
介
護
を
行
う
者
の
人
間
と
し
て
の

尊
厳
を
尊
重
し
た
高
齢
者
ケ
ア
を
行
う
こ
と
は
困
難
と
な
ろ
う
こ
と
が
示

唆
さ
れ
た
。
高
齢
者
ケ
ア
の
負
担
を
ど
の
よ
う
に
担
っ
て
ゆ
く
べ
き
か
。

高
齢
者
ケ
ア
に
お
け
る
各
主
体
の
役
割
分
担
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
、
社
会
保
障
お
よ
び
高
齢
者
本
人
の
役
割
な
ど
を
考
察
し
、
家
族

の
役
割
の
内
容
や
性
質
に
つ
い
て
も
、
よ
り
詳
細
に
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
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2. Filial Responsibility and Equal Prot，巴ctionof Law 

(1) Equal Protection Challenges 除forethe Swoap Case 

(2) The Swoap Case 

(3) Preexisting Duty and Reciprocity 

3. Arguments For and Against Filial Responsibility 

(1) Bases upholding Filial Responsibility 

(2) Problems surτounding Filial Responsibility 

(3) Theories in Search 

CONCLUSION Cin this volume) 

The study in the last volume showed that social welfare policies 

affect the need for and use of family responsibility laws. This study shows 

that the nature of filial responsibility in the United States of America is 

Quite different from that of other countries， where general support duties 

of the family are independent of social welfare policies， or where society 

has the responsibility of caring for the elderly and no filial responsibility 

exists. Because filial responsibility has been receiving attention in the 

Unit吋 States，along with the need to cut down the cost of social welfare， 

active discussions for and against family responsibility laws are occurring 

there. The Question as to whether the family should 民arthe responsibility 

for caring for the elderly has 加endiscussed by many scholars and in 

challenges to the constitutionality of family responsibility laws. 

The constitutionality of family responsibility laws is Questioned 

by using the doctrine of due process of law， eQual protection of law， and 

in many other ways. So in this article I first explain an overall view of 

the cases chal¥enging the constitutionality of family responsibility laws. 

Then I examine challenges using the doctrine of eQual protection of law 

in more detail， since this is the main and most freQuently used approach 

in Questioning constitutionality. The Swoap case is the particular case， 

which gave a detai¥巴djudgement on whether it is unfair to put the 

burden of caring for an elder¥y person solely on the family. This judgement 

of the Supreme Court of California held that the challenged family 

responsi bility law is indeed constitutional. This is the leading case on 

family responsibility laws， a pn巴cedentfol¥owed by cases in other states， 

and still exerts a strong influence. It also gave interesting r巴asonsfor 

upholding filial responsi bility， which has resu¥ted in many disputes among 

scholars over this case. Thus I have studied this case， and the arguments 
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for and against filial responsibility made by scholars， in detail. 

Courts have mostly judged family responsibility laws to be 

constitutional， although many scholars are against putting the burden on 

to the family， especially on to children. Should family， particularly 

children， be solely responsible for taking care of the elderly? First of al!， 

when one discusses the duty of the family to provide support， it should 

除 categorizedin more detail， such as mental support， physical support 

and financial support. In examining the arguments put forward by the 

scholars， responsibility for mental support should arguably be borne by 

the family， as the role of the family in elder care is still very important. 

on the other hand， when a family is not caring for the elderly voluntarily， 
the responsibility for financial support should not 民 legallyimposed on 

the family as this results in more damag巴sthan advantages to both the 

elderly and to the family. Moreover， the reasons for selecting a 伽nilyto 

bear these responsibilities are not yet clear 

Now that many problems and disadvantages of putting the 

burden of elder care on to a family are illustrated by this article， more 

study should follow to clarify the role of society and the even more 

d巴tailedrole of the family in taking care of the frail elderly. 
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